
教育最前線「第36回ゼミナール大会」
キャンパス・スポット「岐経祭 ’０８」
学びのフィールドを広げて「ゼミ旅行レポート」
交流の輪を広げよう

「海外語学研修」「異文化体験事業」
研究室だより

社会に出ても学び続けて

私たちの全力投球紹介します

輝け！アスリートたち

キャリア支援課だより

キャンパス彩々

あなたの学び、応援します

資格講座

安定した経済生活を支援します
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　谷江幸雄新学長に聞く
「ゼミ教育 日本一をめざす」

特 集

前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
2
0
0
9
年
2
月
1
日
か
ら

谷
江
幸
雄
学
長
が
誕
生
し
ま
し
た
。

大
学
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
の
な
か
、
ど
の
よ
う
な
学
生
を
育
て
る
の
か
、

そ
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
教
育
に
取
り
組
む
の
か
。

岐
阜
経
済
大
学
の
未
来
に
向
け
て
の

舵
取
り
の
抱
負
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1948年生まれ。慶應義塾大学
大学院経済学研究科博士課程単
位取得、経済学博士。
1978年本学就任、1988年本
学経済学部教授。1999年2月
から2003年11月まで本学経
済学部長併任。専門は比較制度
分析、ドイツ・ＥＵ経済、農業経済。
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̶

学
長
就
任
に
あ
た
っ
て
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

本
学
は
、
1
9
6
7
年
に
、
将
来
の
中
部
圏
の
経
済

を
担
い
、
社
会
の
中
堅
と
し
て
活
躍
す
る
人
材
の
育
成

を
と
い
う
地
元
大
垣
市
を
中
心
と
す
る
自
治
体
、
経
済

界
お
よ
び
教
育
界
の
熱
い
要
望
の
も
と
、
岐
阜
県
に
お

け
る
初
の
社
会
科
学
系
大
学
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

ま
さ
し
く
本
学
は
、
地
域
社
会
と
協
働
で
「
地
域
に
有

為
な
人
材
を
輩
出
す
る
」こ
と
を
大
き
な
使
命
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
地
元
岐
阜
県
を
は
じ
め
、
東
海
地
方
を
中
心

に
２
万
２
千
人
を
超
え
る
卒
業
生
を
輩
出
し
て
き
ま

し
た
。

　

８
年
後
の
創
立
50
周
年
に
は
、
市
民
と
と
も
に
歩
む

「
市
民
立
大
学
」
と
し
て
、
存
在
感
の
あ
る
大
学
を
め

ざ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

̶
具
体
的
に
、ど
の
よ
う
な
教
育
を
め
ざ
し
ま
す
か
。

　

ま
ず
第
１
に
、
私
は
「
ゼ
ミ
教
育
日
本
一
の
大
学
」

を
め
ざ
す
と
い
う
目
標
を
掲
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
1

年
次
か
ら
4
年
次
ま
で
の
一
貫
し
た
ゼ
ミ
教
育
と
そ
の

実
践
の
集
大
成
と
し
て
の
「
学
内
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
」

と
「
卒
業
論
文
発
表
会
」
の
開
催
は
、
日
本
一
を
名
乗

る
に
値
す
る
と
思
う
か
ら
で
す
。
毎
年
12
月
に
開
催
し

て
い
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
は
今
年
度
で
36
年
目
を
迎

え
、
33
ゼ
ミ
、
39
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
大
き
な
盛
り
上

が
り
を
み
せ
ま
し
た
。
ま
た
今
年
2
月
に
は
経
済
学
部

4
年
生
の
卒
業
論
文
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
1
0
9
名

の
学
生
た
ち
が
大
学
で
修
得
し
た
専
門
的
知
識
の
総
仕

上
げ
と
し
て
卒
論
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
全
学

ぐ
る
み
、
あ
る
い
は
学
部
ぐ
る
み
で
学
生
の
研
究
発
表

会
を
行
っ
て
い
る
大
学
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
全

学
で
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
員
同
士
そ
の
教
育

実
践
の
経
験
や
成
果
を
共
有
で
き
ま
す
し
、
互
い
に
刺

激
し
あ
う
な
か
で
学
生
同
士
の
連
帯
感
も
高
ま
り
ま
す
。

　

第
２
に
、
新
た
に
大
学
に
迎
え
た
学
生
に
は
、
体
験

学
習
を
中
心
と
し
た
導
入
教
育
を
充
実
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
理
論
を
学
び
、
応
用
力
を
身
に
つ
け

て
か
ら
実
践
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
逆
に

実
際
に
体
験
さ
せ
、問
題
意
識
を
も
た
せ
て
か
ら
応
用
・

理
論
へ
と
進
め
て
い
く
ほ
う
が
教
育
効
果
は
高
い
と
思

い
ま
す
。
本
学
は
こ
れ
ま
で
も
フ
ィ
ー
ル
ド
教
育
を
重

視
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
一
層
、
体
験
学
習
を
出
発

点
と
し
た
教
育
体
系
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
15
年
来
、
演
習
ゼ
ミ
の
学
生
を
連

れ
て
毎
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
調
査
旅
行
に
出
か
け
て
い

ま
す
。
異
文
化
に
触
れ
る
こ
と
は
若
い
学
生
に
と
っ
て

大
き
な
刺
激
に
な
り
ま
す
し
、
現
地
の
学
生
や
市
民
と

交
流
す
る
な
か
で
自
己
形
成
に
必
要
な
「
何
か
」
を
つ

か
ん
で
く
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
私
自
身
の
経
験
か
ら
、

新
入
生
の
段
階
か
ら
地
域
に
飛
び
出
す
、
あ
る
い
は
海

外
に
飛
び
出
す
体
験
の
機
会
を
提
供
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
昨
秋
、
経
済
学
部
で
は
基
礎
演
習
の
ク
ラ
ス

を
対
象
に
徳
山
ダ
ム
の
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
こ

う
い
っ
た
取
り
組
み
を
新
入
生
全
員
を
対
象
に
フ
レ
ッ

シ
ュ
マ
ン
・
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
今
年
4
月

に
は
実
施
す
る
予
定
で
す
。

̶

ど
の
よ
う
な
学
生
を
育
て
て
い
き
た
い
で
す
か
。

　

本
学
の
建
学
の
精
神
・
教
育
理
念
の
一
つ
は
「
全
人

教
育
」
で
す
。
こ
こ
に
は
、
ま

る
ご
と
全
体
と
し
て
の
人
間
教

育
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
専
門

知
識
だ
け
に
留
ま
る
こ
と
の
な

い
、
幅
広
い
教
養
と
豊
か
な
人

間
性
を
も
っ
た
学
生
を
育
て
て

い
き
た
い
で
す
ね
。ま
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
、
社
会
で

求
め
ら
れ
る
力
も
確
実
に
身
に

つ
け
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
学
生
と
の
対
話
を
図
り
や

す
い
小
規
模
大
学
の
よ
さ
を
大

い
に
活
か
し
、
学
生
一
人
ひ
と

り
の
個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、

良
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
し
、
地
域

社
会
の
求
め
る
有
為
な
人
材
を

育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

̶

大
学
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
な
か
、
教
学
の

ト
ッ
プ
と
し
て
ど
の
よ
う
に
舵
取
り
を
さ
れ
ま
す
か
。

　

こ
う
し
た
時
代
に
お
い
て
は
、
現
状
維
持
は
退
歩
を

意
味
し
ま
す
。
古
い
習
慣
、
固
定
観
念
等
を
捨
て
、
高

い
志
と
自
由
な
発
想
に
も
と
づ
い
て
、
大
学
の
改
革
の

た
め
の
種
々
の
提
案
を
し
て
、
合
意
の
得
ら
れ
た
提
案

は
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
一
人
は
微
力
で
あ
り
ま
す
が
、
教
職
員
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
大
学
づ

く
り
に
全
力
を
挙
げ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

̶

最
後
に
、
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　

私
た
ち
が
学
生
の
皆
さ
ん
に
言
い
た
い
こ
と
は
た
だ

一
つ
、
入
学
後
１
日
も
早
く
自
分
の
や
り
た
い
テ
ー
マ

を
み
つ
け
て
、
そ
れ
に
打
ち
込
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
た
と
え
ば
、
外
国
語
を
マ
ス
タ
ー
し
て
、
本

学
が
提
携
し
て
い
る
ハ
ワ
イ
大
学
や
上
海
財
経
大
学
に

留
学
す
る
。
他
国
の
異
な
っ
た
文
化
の
も
と
で
勉
強
す

る
と
い
う
の
は
、
若
い
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
き
な
刺
激

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
簿
記
、
情
報
処
理
技
術
者
、
社

会
福
祉
士
、
教
職
な
ど
の
資

格
取
得
を
め
ざ
す
こ
と
も
い

い
で
し
ょ
う
。
本
学
は
い
ろ

い
ろ
な
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
体

制
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
サ
ー
ク

ル
活
動
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
打
ち
込
む
の
も
い

い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
諸

活
動
も
皆
さ
ん
を
大
き
く
成

長
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
岐
阜

経
済
大
学
で
私
た
ち
と
出
会

い
、学
び
つ
つ
、自
分
の
テ
ー

マ
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
共
に
歩
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

体験学習を出発点とした教育体系を
構築していきたいと考えています。

▲学生たちと談笑する谷江学長
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私
に
と
っ
て
、
こ
の
大
学
に
入
り
2
度
目
と
な
っ
た
こ

の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
は
大
き
な
不
安
と
緊
張
が
あ
り
ま
し

た
。
ゼ
ミ
の
仲
間
と
調
査
・
発
表
す
る
だ
け
で
な
く
、
実

行
委
員
長
と
し
て
運
営
に
携
わ
る
立
場
で
も
参
加
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ゼ
ミ
単
位
で
の
大
掛
か
り
な
調
査
だ

け
で
な
く
、
全
体
の
と
り
ま
と
め
を
行
う
こ
と
は
、
私
に

と
っ
て
大
役
で
し
た
が
た
く
さ
ん
の
方
々
の
協
力
に
よ

り
、
無
事
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
論

文
作
成
に
あ
た
り
助
言
を
い
た
だ
い
た
高
橋
正
紀
先
生

や
、
準
備
・
運
営
に
あ
た
り
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
た
教

務
課
の
方
々
と
実
行
委
員
会
の
ス
タ
ッ
フ
、
大
会
当
日
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
司
会
や
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
を
務
め
て
い
た

だ
い
た
学
生
の
皆
様
に
は
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
例
年

よ
り
も
倍
近
い
数
の
参
加
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

無
事
に
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
こ
う
し
た
皆

様
の
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

大
会
を
一
つ
の
目
標
と
し
て
調
査
・
研
究
を
終
え
た
今
、

さ
ら
な
る
課
題
が
見
え
て
き
た
学
生
も
多
く
い
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
を
機
に
そ
れ
ら
の
課
題
へ
取
り
組
ん
だ
り
、

こ
の
大
会
で
得
た
知
識
や
経
験
を
今

後
の
大
学
生
活
や
就

職
活
動
に
役
立
て
た

り
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

  

12
月
3
日
に
「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
毎
年
12
月
初
旬
に
行
わ
れ
る
、
ゼ
ミ
単
位

で
の
研
究
発
表
会
で
、
今
年
度
は
36
回
を
迎
え
る
伝
統
あ

る
行
事
で
す
。
今
回
は
過
去
最
高
の
33
ゼ
ミ
、
39
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
ゼ
ミ

ご
と
に
、
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、

グ
ル
ー
プ
単
位
で
調
査
・
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
発

表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
通
の
目
標
に
向
け
協
力
し
合

い
、
更
な
る
課
題
に
向
か
っ
て
学
習
を
深
め
る
契
機
と
も

な
り
ま
し
た
。

大
垣
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
協
定
を
締
結

大
垣
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
協
定
を
締
結

第
36
回
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

̶
 

過
去
最
高
の
参
加
ゼ
ミ
で
成
功
裏
に
終
わ
る

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
実
行
委
員
長

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
２
年

夏
目　

勇
希

経
済
学
部
「
卒
業
論
文
発
表
会
」
開
催

経
済
学
部
「
卒
業
論
文
発
表
会
」
開
催

「
課
外
体
育
サ
ポ
ー
タ
ー
」

「
体
育
授
業
サ
ポ
ー
タ
ー
」

活
動
報
告

「
課
外
体
育
サ
ポ
ー
タ
ー
」

「
体
育
授
業
サ
ポ
ー
タ
ー
」

活
動
報
告

「
福
祉
実
習
報
告
会
」
開
催

「
福
祉
実
習
報
告
会
」
開
催

「
経
済
学
科
留
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
開
設

「
経
済
学
科
留
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
開
設

斎 藤 ゼ ミ Ａ 限界集落地域の取り組み

新 家 ゼ ミ 『笑う』と言う事がもたらす効果

岩 坂 ゼ ミ Ｂ 日本型コンビニの光と影

鈴 木 ゼ ミ Ａ 地域の安全安心を確保する

野 松 ゼ ミ 日本経済の主役は中小企業

谷 江 ゼ ミ 石油・ガスとロシア経済

竹 内 ゼ ミ Ｂ 理想の体育教師像とは

杉 原 ゼ ミ ３次元ＣＧの作成

斎 藤 ゼ ミ Ｂ ネット通販

竹 内 ゼ ミ Ａ 高校運動部指導者の実像

宇 佐 見 ゼ ミ 日本の食料自給率低下とその
要因

鈴 木 ゼ ミ Ｂ 動物介在活動による高齢者福
祉の可能性

神 谷 ゼ ミ Ａ 「誰もが楽しめるフライング
ディスク教室」の研究

小倉(幸)ゼミＣ カップメン業界　̶日清・東洋
水産・加ト吉の３分間戦争̶

岸 ゼ ミ Ｃ 競技者の試合前・試合時におけ
る心理状態

岸 ゼ ミ Ａ 大学女性アスリートの心身の
諸問題について

青 柳 ゼ ミ 近代家族とその変容

猪 平 ゼ ミ 日本と中国におけるマクロ経
済のシミュレーション

稲 垣 ゼ ミ ＣＳＲ経営戦略とは何か

竹 内 ゼ ミ Ｃ 高齢者のスポーツトレーニング
とその可能性

佐藤 (俊 )ゼミ 信用金庫の現状について

宇 野 ゼ ミ 地球温暖化に対する取り組み

小倉(幸)ゼミＢ 建築業　̶今の住宅業界̶

小倉(幸)ゼミＡ 企業の経営分析　～ヤマダ電
機・コジマ・ケーズデンキから～

池 永 ゼ ミ 29年恐慌の再来か
～世界金融危機と同時株安～

岩 坂 ゼ ミ Ａ クルマ経済の変容が産業モデ
ルに与える変化の可能性

神 谷 ゼ ミ Ｂ 寒田丈太郎先生のハードル実
践の分析

岸 ゼ ミ Ｂ 大学生アスリートの日常
̶競技ストレッサー尺度と解消法̶

菅 谷 ゼ ミ Ａ 混合診療について

高橋(正)ゼミＡ 世界各国のスポーツ事情

鈴 木 ゼ ミ Ｃ 『若者と性』　～ピアカウンセリ
ングという新たな手法～

山田 (武 )ゼミ 高齢者のいま
̶生活の現状と課題̶

井 戸 ゼ ミ JSPを用いた「みんなのナン
バーワン」決定システムの開発

樋 下 田 ゼ ミ ボランティア活動を通して地域
福祉のおもしろさを考える

森 ゼ ミ 彦根市と近江八幡市の街づくり
̶観光の視点からの比較̶

福 地 ゼ ミ
小学生を対象とした遊びとレク
リエーションに関する支援活動
と実態調査

黒 川 ゼ ミ
スポーツ施設のマネジメントに
関する一考察
～サッカー施設をケースに～

高橋(正)ゼミＢ
「暮らしの中にスポーツを」
～大学生におけるスポーツ活
性化への可能性

菅 谷 ゼ ミ Ｂ
日本の年金制度に関する一考
察～その必要性と他制度との
整合性を中心に～

テ　ー　マ参加ゼミ名 テ　ー　マ参加ゼミ名

優秀ゼミに優秀ゼミに
選ばれたチーム選ばれたチーム
優秀ゼミに
選ばれたチーム

 ●井戸ゼミ
「JSPを用いた「みんな

のナンバーワン」決定シ
ステムの開発」

 ●岸ゼミＡ

「大学女性アスリ
ートの心身の諸問

題について」

 ●樋下田ゼミ
「ボランティア活動を通して地域福祉のおもしろさを考える」

 ●神谷ゼミＢ
「寒田丈太郎先生のハードル実践の分析」

 ●井戸ゼミ
「JSPを用いた「みんな

のナンバーワン」決定シ
ステムの開発」

 ●岸ゼミＡ

「大学女性アスリ
ートの心身の諸問

題について」

 ●樋下田ゼミ
「ボランティア活動を通して地域福祉のおもしろさを考える」

 ●佐藤 (俊 ) ゼミ
「信用金庫の現状について」

 ●佐藤 (俊 ) ゼミ
「信用金庫の現状について」

 ●神谷ゼミＢ
「寒田丈太郎先生のハードル実践の分析」
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「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
」
を
使
命
と
し
て
掲
げ
る
大
垣
市

社
会
福
祉
協
議
会
と
、「
地
域
に
有
為
な
人
材
を
輩
出
す
る

こ
と
」
を
教
育
理
念
と
し
て
掲
げ
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る

こ
と
を
以
っ
て
教
育
研
究
の
振
興
を
め
ざ
す
岐
阜
経
済
大
学

は
、
大
垣
市
地
域
の
福
祉
の
充
実
・
発
展
を
図
る
た
め
、
1

月
29
日
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

●
協
定
内
容

１
．
地
域
福
祉
を
担
う
優
れ
た
人
材
の
育
成

　

岐
阜
経
済
大
学
は
、「
質
の
高
い
生
活
が
送
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
創
造
す
る
た
め
に
、
福
祉
の
専
門
知
識
や
技
術
並

び
に
介
護
実
践
の
専
門
的
な
臨
床
技
術
・
知
識
を
身
に
つ
け

た
人
材
の
養
成
」
と
い
う
臨
床
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
科
の

目
的
を
具
現
化
す
る
た
め
、
地
域
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
福
祉

を
担
う
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
の
養
成
教
育
を
は
じ

め
と
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
な
ら
び
に
ケ
ア
ワ
ー
ク
の
実

践
教
育
を
、大
垣
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
得
て
行
う
。

　

大
垣
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
福
祉
実
践
に
深
い
経

験
と
学
識
を
有
す
る
職
員
を
岐
阜
経
済
大
学
に
派
遣
し
て
、

岐
阜
経
済
大
学
教
員
と
の
連
携
の
も
と
で
、
地
域
福
祉
に
関

連
し
た
講
義
及
び
実
習
指
導
を
行
い
、
地
域
福
祉
を
担
う
優

れ
た
人
材
の
育
成
に
つ
と
め
る
。

２
．
地
域
の
福
祉
課
題
の
研
究

　

岐
阜
経
済
大
学
は
、
研
究
成
果
に
つ
い
て
積
極
的
に
地
域

に
還
元
し
、
大
垣
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
目
指
す
「
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
連
携
し
て
地
域
の
福
祉

課
題
の
研
究
に
取
り
組
む
。

３
．
地
域
福
祉
に
貢
献
し
う
る
有
為
な
人
材
の
育
成

　

岐
阜
経
済
大
学
と
大
垣
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
学
生
の
地
域
福
祉
や
実
践
的
な
活
動
を
支
援
し
、

地
域
福
祉
に
貢
献
し
う
る
有
為
な
人
材
の
育
成
に
つ
と
め
る
。

大
垣
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
協
定
を
締
結

大
垣
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
協
定
を
締
結

大
垣
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
協
定
を
締
結

大
垣
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
協
定
を
締
結

大
垣
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
協
定
を
締
結

　

学
生
生
活
の
最
後
を
締
め
く
く
る
卒
業
論
文
発
表
会
が
2

月
3
日
に
開
催
さ
れ
た
。
経
済
学
部
で
は
卒
業
論
文
提
出
と

同
時
に
そ
の
発
表
を
行
う
こ
と
が
卒
業
要
件
と
な
っ
て
い

る
。
今
年
度
は
13
会
場
で
15
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
発
表
し
た
。

発
表
会
で
は
、
各
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
指
導
教
員
（
主
査
）
と
も

う
1
名
の
教
員
（
副
査
）
の
前
で
、
論
文
の
内
容
を
約
10

分
間
の
制
限
時
間
の
中
で
報
告
し
、
そ
の
後
、
審
査
員
と
聴

講
学
生
か
ら
の
質
問
に
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
短
時
間

の
中
で
、
研
究
の
成
果
を
い
か
に
し
た
ら
十
分
に
理
解
し
て

も
ら
え
る
か
、
各
自
が
レ
ジ
メ
準
備
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
学

生
と
し
て
の
最
後
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
ん
だ
。
論

文
の
テ
ー
マ
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
た
が
、
昨
今
の
金

融
危
機
や
社
会
情
勢
を
反
映
し
、
経
済
不
況
脱
却
の
方
途
を

探
る
研
究
や
非
正
規
雇
用
者
の
問
題
を
論
じ
た
も
の
、
社
会

保
障
制
度
の
今
後
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
も
の
等
が
多
く
、

経
済
学
を
学
び
、
今
を
生
き
る
若
者
に
ふ
さ
わ
し
い
テ
ー
マ

が
扱
わ
れ
て
い
た
。
質
疑
応
答
に
お
い
て
も
、
発
表
者
は
自

ら
の
意
見
を
堂
々
と
語
っ
た
。
こ
れ
は
、各
自
が
長
い
時
間
、

苦
労
と
努
力
を
重
ね
た
末
に
卒
業
論
文
を
完
成
さ
せ
た
こ
と

を
裏
付
け
る
結
果
で
あ
ろ
う
。

　

学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
卒
業

論
文
作
成
と
発
表
は
試
練
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
一
つ
の
こ
と
に
無
我
夢
中

で
取
り
組
ん
だ
こ
の
経
験
は
、

必
ず
将
来
に
生
き
る
。
発
表
会

に
立
ち
会
っ
た
教
員
は
、
一
人

ひ
と
り
の
成
長
を
目
の
当
た
り

に
し
、
強
く
そ
う
実
感
し
た
。

経
済
学
部
「
卒
業
論
文
発
表
会
」
開
催

経
済
学
部
「
卒
業
論
文
発
表
会
」
開
催

経
済
学
部
「
卒
業
論
文
発
表
会
」
開
催

経
済
学
部
「
卒
業
論
文
発
表
会
」
開
催

経
済
学
部
「
卒
業
論
文
発
表
会
」
開
催

経
済
学
部
教
務
委
員
長　
　

斉
藤　

悦
子 

教
授

　

今
年
度
の
課
外
体
育
サ

ポ
ー
タ
ー
（
参
加
者
12
名
）

と
体
育
授
業
サ
ポ
ー
タ
ー

（
参
加
者
13
名
）
の
活
動

が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

前
者
は
中
学
校
の
運
動
部

活
動
の
補
助
、
後
者
は
正

課
の
体
育
授
業
の
補
助
を

行
い
ま
し
た
。

　

１
月
の
報
告
会
で
は
、

各
学
校
で
の
活
動
に
つ
い
て
現
場
の
様
子
を
共
有
し
、
今
後

「
保
健
体
育
」
の
免
許
を
目
指
す
上
で
必
要
な
技
能
や
、
教

育
現
場
の
先
生
方
が
実
践
さ
れ
て
い
る
指
導
法
を
学
び
、
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
受
け
入
れ
校
の
先
生
方
か
ら
は
学
生
へ
の
感
謝
の
言

葉
と
と
も
に
、
次
年
度
も
こ
の
制
度
を
利
用
し
た
い
と
の
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
生
と
学
校
（
担
任
）
と
の
打

ち
合
わ
せ
の
時
間
が
十
分
に
取
れ
な
い
な
ど
の
課
題
も
あ
り

ま
し
た
が
、
来
年
度
に
む
け
て
さ
ら
に
制
度
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

「
課
外
体
育
サ
ポ
ー
タ
ー
」

「
課
外
体
育
サ
ポ
ー
タ
ー
」

「
体
育
授
業
サ
ポ
ー
タ
ー
」

「
体
育
授
業
サ
ポ
ー
タ
ー
」

活
動
報
告

活
動
報
告

「
課
外
体
育
サ
ポ
ー
タ
ー
」

「
課
外
体
育
サ
ポ
ー
タ
ー
」

「
体
育
授
業
サ
ポ
ー
タ
ー
」

「
体
育
授
業
サ
ポ
ー
タ
ー
」

活
動
報
告

活
動
報
告

「
課
外
体
育
サ
ポ
ー
タ
ー
」

「
体
育
授
業
サ
ポ
ー
タ
ー
」

活
動
報
告

　

臨
床
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
科
で
は
、
社
会
福
祉
士
・
精

神
保
健
福
祉
士
を
目
指
す
学
生
が
学
ん
で
お
り
、
今
年
は
、

16
名
の
学
生
が
18
の
福
祉
施
設
・
機
関
で
社
会
福
祉
援
助
技

術
現
場
実
習
、
お
よ
び
精
神
保
健
福
祉
援
助
実
習
を
行
い
ま

し
た
。
夏
か
ら
約
1
ヵ
月
間
、
福
祉
の
現
場
に
触
れ
、
様
々

な
体
験
を
し
、
そ
の
全
て
が
貴
重
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
期
間
の
実
習
が
初
め
て
と
い
う
学
生
が
多
く
、
戸
惑
う

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
施
設
・
機
関
の
関
係
者
の
皆

様
に
支
え
ら
れ
、
福
祉
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
・
技
術
、

そ
し
て
専
門
職
と
し
て
の
姿
勢
を
学
び
、
と
て
も
充
実
し
た

実
習
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
実
習
報
告
会
に
は
、
実
習
先
で

ご
指
導
い
た
だ
い
た
4
名
の

ご
来
賓
の
方
を
は
じ
め
70
名

ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。
報

告
者
た
ち
は
、
現
場
の
仕
事

を
通
し
て
感
じ
た
福
祉
の
問

題
や
得
た
こ
と
を
紹
介
す
る

と
、
フ
ロ
ア
か
ら
は
鋭
い
質

問
が
相
次
ぎ
、
意
義
あ
る
報

告
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
福
祉
実
習
報
告
会
」
開
催

「
福
祉
実
習
報
告
会
」
開
催

「
福
祉
実
習
報
告
会
」
開
催

「
福
祉
実
習
報
告
会
」
開
催

「
福
祉
実
習
報
告
会
」
開
催

　

経
済
学
科
で
は
2
0
0
9
年
度
か
ら
留
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
日
本
経
済
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ぶ
コ
ー
ス
」
を
設
置
し
ま
す
。

本
学
に
は
、
2
0
0
1
年
か
ら
留
学
生
別
科
が
既
に
あ
り
、

学
部
入
学
前
の
留
学
生
教
育
に
お
い
て
は
、
優
れ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
新
た
に
作
ら
れ
た
留
学
生

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
留
学
生
対
応
の

教
育
方
法
と
経
済
学
科
な
ら
で
は
の
専
門
科
目
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
学
科
に
入
学
し
た
留
学
生
が
、
日

本
で
経
済
学
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ぶ
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大

限
に
生
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、1
年
生
の
必
修
科
目
で
あ
る
「
基
礎
演
習
」

に
つ
い
て
、
留
学
生
用
の
「
基
礎
演
習
」
ク
ラ
ス
を
設
け
て

い
ま
す
。
留
学
直
後
で
慣
れ
な
い
学
生
生
活
の
不
安
が
軽
減

さ
れ
、
円
滑
に
日
本
で
の
学
生
生
活
が
ス
タ
ー
ト
で
き
る
で

し
ょ
う
。
こ
の
コ
ー
ス
の
ね
ら
い
は
、
日
本
語
の
強
化
と
日

本
の
経
済
と
ビ
ジ
ネ
ス
知
識
の
獲
得
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

留
学
生
専
用
の
「
文
章
表
現
法
」
の
講
義
や
、
日
本
経
済
と

ビ
ジ
ネ
ス
を
理
解
す
る
た
め
の
専
門
科
目
が
数
多
く
準
備
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
学
習
に
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
は
、

日
本
企
業
が
留
学
生
に
求
め
る
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
に

直
結
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
卒
業
時
に
は
、
日
本
で
の
就

職
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
経
済
学
の
知
識
を
持
ち
、
国
際
的

に
活
躍
す
る
留
学
生
の
育
成
が
、
コ
ー
ス
の
最
終
的
な
目
標

で
す
。

「
経
済
学
科
留
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
開
設

「
経
済
学
科
留
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
開
設

「
経
済
学
科
留
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
開
設

「
経
済
学
科
留
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
開
設

「
経
済
学
科
留
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
開
設

連携協定に調印後、堅い
握手を交わす山岡大垣
市社会福祉協議会会長
（左）と、黒川前学長

優秀ゼミに
選ばれたチーム

 ●井戸ゼミ
「JSPを用いた「みんな

のナンバーワン」決定シ
ステムの開発」

 ●岸ゼミＡ

「大学女性アスリ
ートの心身の諸問

題について」

 ●樋下田ゼミ
「ボランティア活動を通して地域福祉のおもしろさを考える」

 ●神谷ゼミＢ
「寒田丈太郎先生のハードル実践の分析」

 ●佐藤 (俊 ) ゼミ
「信用金庫の現状について」
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今
年
の
岐
経
祭
は
、
11
月
22
日
、
23
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
学
創
立
40
周
年
と
い
う
節
目
を
終
え
、
再
ス
タ
ー

ト
と
い
う
意
味
で
、
今
年
の
テ
ー
マ
を
「
新
生
」
に
し
ま

し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
の
も
と
実
行
委
員
、
学
生
会
、
そ
し

て
大
学
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
前
年
を
超
え
る
盛
り
上
が

り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

前
庭
で
は
、
模
擬
店
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
テ
ン
ト

村
が
オ
ー
プ
ン
し
、
参
加
団
体
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

企
画
で
は
、
今
年
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
恋
愛
企
画
を
始

め
、
各
企
画
で
も
豪
華
賞
品
を
用
意
し
、
参
加
者
に
満
足

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

毎
年
好
評
の
無
料
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
フ
ュ
ー
チ
ャ

リ
ン
グ
で
有
名
な
「
童
子-

T
（B

E
N
I,Y
U
-A

）」
に
よ
り
、

岐
経
祭
の
初
日
を
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
2
日
目
に

は
、
名
古
屋
で
有
名
なH

IP
H
O
P

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

「
A
K-

69
」
を
迎
え
、
参
加
者
と
一
体
と
な
っ
た
ラ
イ
ブ

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
根
強
い
人
気
の
あ
る
「
メ

ロ
リ
ン
Q
」、「
レ
ー
ザ
ー
シ
ョ
ー
」
が
行
わ
れ
、
最
後
に

は
岐
経
祭
の
締
め
で
あ
る
G
B
S
と
い
う
会
場
全
体
で
踊

る
ダ
ン
ス
に
よ
り
、
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
ス
タ
ッ
フ
、
在
学
生
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
、

そ
し
て
協
賛
し
て
く
だ
さ
っ
た
企
業
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら

れ
無
事
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
今
年
度
、
西
美
濃
地
域
の
身
近
な
自
然
を
復

元
す
る
実
践
的
な
活
動
を
目
指
し
、
①
基
礎
的
な
魚
類
相

調
査
（
西
美
濃
周
辺
）
や
、
②
海
津
市
南
濃
町
に
て
水
田
魚

道
実
験
、
③
地
域
の
自
然
観
察
会
へ
の
参
加
や
、
ビ
オ
ト
ー

プ
の
観
察
と
い
っ
た
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
こ
れ
ら
の
調
査
・
活
動
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
淡
水
魚
の
活
動
が
活
発
に
な
る
時
期

（
春
〜
夏
）
に
行
っ
た
の
で
、
川
で
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら

魚
と
り
を
し
ま
し
た
。
調
査
中
に
は
近
年
濃
尾
平
野
で
減

少
し
て
い
る
モ
ロ
コ
の
仲
間
を
採
集
で
き
、
希
少
淡
水
魚

の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
水
田
を
繁
殖
に
利
用
す
る
魚
類
の
た

め
に
作
ら
れ
た
魚
道
の
改
良
お
よ
び
観
察
を
し
ま
し
た
。

調
査
期
間
中
、
主
に
メ
ダ
カ
な
ど
の
魚
類
の
遡
上
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
が
、
4
つ
あ
る
魚
道
の
遡
上
数
が
ま
ち
ま
ち

だ
っ
た
た
め
、
魚
道
の
改
良
や
、
魚
類
の
遡
上
の
動
機
（
産

卵
）
な
ど
を
よ
り
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と

な
り
そ
う
で
す
。

　

③
に
つ
い
て
は
、
夏
休
み
に
地
域
の
自
然
観
察
団
体
や

研
究
者
の
方
々
と
共
催
で
魚
の
観
察
会
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
メ
ダ
カ
や
ミ
ズ
カ
マ
キ

リ
な
ど
に
大
興
奮
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
か
た
ち
で
学
生
が
環
境
保
全
あ
る
い
は
ふ
る

さ
と
活
動
に
関
わ
れ
た
こ
と
は
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。
感
謝
！

山
田　
一
哉

実
行
委
員
長

経
営
情
報
学
科
３
年

「ユニークプラン」とは、独創的な研究・
調査・その他の活動を企画する学生
を支援するため、助成金を給付する制
度です。個人企画は10万円、団体企
画には25万円を限度に助成されます。

岐経祭’０８“新生岐経祭’０８“新生～ココロアラタニ～～ココロアラタニ～”岐経祭’０８“新生～ココロアラタニ～”

西美濃地域西美濃地域における淡水魚保全活動おける淡水魚保全活動
̶ふるさとの自然復元に向けてふるさとの自然復元に向けて̶

西美濃地域における淡水魚保全活動
̶ふるさとの自然復元に向けて̶

ユニーク・プラン報告 
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◆ 

恐
怖
の
体
験　

　

12
月
20
日
か
ら
25
日
ま
で
ゼ
ミ
旅
行
と
し
て
イ
タ
リ
ア

の
ミ
ラ
ノ
へ
行
っ
た
。
こ
の
旅
行
の
目
的
は
、
ミ
ラ
ノ
で

セ
リ
エ
Ａ
の
強
豪
ク
ラ
ブ
の
状
況
を
知
る
こ
と
か
ら
、
試

合
観
戦
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
前
に
今
旅
行
最
大
の
ア
ク

シ
デ
ン
ト
が
待
ち
構
え
て
い
た
。
2
日
目
に
ド
ゥ
オ
ー
モ

に
向
か
っ
て
い
る
途
中
に
そ
れ
は
起
き
た
。
ホ
テ
ル
を
出

て
地
下
鉄
に
乗
り
、
駅
か
ら
出
た
私
た
ち
を
待
ち
構
え
て

い
た
の
は
、
笑
顔
で
強
引
に
ミ
サ
ン
ガ
を
腕
に
つ
け
て
く

る
黒
人
だ
っ
た
。
私
は
な
ん
て
い
い
人
な
の
だ
ろ
う
と

思
っ
た
が
、
や
は
り
外
国
だ
っ
た
。
後
か
ら
2
人
に
囲
ま

れ
、
ミ
サ
ン
ガ
代
と
し
て
現
金
を
巻
き
上
げ
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。
日
本
が
ど
れ
だ
け
平
和
か
よ
く
わ
か
っ
た
。
人

生
で
ワ
ー
ス
ト
5
に
入
る
く
ら
い
の
恐
ろ
し
い
体
験
だ
っ

た
。
ド
ゥ
オ
ー
モ
の
中
を
見
学
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、

み
ん
な
興
奮
し
て
い
た
の
で
そ
の
日
は
や
め
、
試
合
観
戦

の
翌
日
に
ド
ゥ
オ
ー
モ
の
中
を
見
学
し
た
。
ド
ゥ
オ
ー
モ

内
部
は
と
て
も
広
く
、
薄
暗
く
、
静
か
だ
っ
た
。
十
字
架

の
キ
リ
ス
ト
や
頭

だ
け
の
天
使
の
像
、

窓
に
描
か
れ
た
鮮

や
か
な
絵
な
ど
が

あ
り
、
今
ま
で
に

見
た
こ
と
の
な
い

不
思
議
な
空
間

だ
っ
た
。

A
C
ミ
ラ
ン
の
試
合
観
戦

　

目
的
の
A
C
ミ
ラ
ン
の
試
合
は
、
と
て
も
興
奮
し
た
。

観
客
を
含
め
、
J
リ
ー
グ
の
試
合
と
は
雰
囲
気
が
ま
っ
た

く
違
う
も
の
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
サ
ッ
カ
ー
文
化
の

凄
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
に
は
パ
ス
ポ
ー

ト
が
必
要
で
、
チ
ケ
ッ
ト
に
は
そ
れ
ぞ
れ
名
前
が
フ
ル

ネ
ー
ム
で
印
字
さ
れ
、入
場
の
際
に
、も
う
一
度
、チ
ケ
ッ

ト
の
名
前
と
パ
ス
ポ
ー
ト
確
認
を
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
警

備
が
強
化
さ
れ
て
い
た
。
試
合
に
つ
い
て
は
、
イ
タ
リ
ア

は
も
っ
と
守
備
的
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
と
思
っ
て
い
た
が
、

A
C
ミ
ラ
ン
が
F
W
に
ロ
ナ
ウ
ジ
ー
ニ
ョ
、
カ
カ
、
パ
ト

と
い
う
世
界
的
な
ブ
ラ
ジ
ル
選
手
を
揃
え
て
い
た
こ
と
で

５
点
も
取
る
試
合
に
な
り
、さ
ら
に
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

試
合
後
に
は
、
サ
ン
シ
ー
ロ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
内
部
も
見
学

し
た
。
内
部
に
は
こ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
を
ホ
ー
ム
と
し
て
使

う
二
つ
の
ク
ラ
ブ
、
A
C
ミ
ラ
ン
と
イ
ン
テ
ル
に
、
そ
れ

ぞ
れ
チ
ー
ム
専
用
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
が
あ
り
、
そ

れ
と
ア
ウ
ェ
イ
チ
ー
ム
用
の
部
屋
と
3
つ
の
部
屋
が
あ
る

の
に
は
驚
い
た
。
A
C
ミ
ラ
ン
の
部
屋
に
は
革
張
り
の
豪

華
な
椅
子
が
並
ん
で
い
て
、
A
C
ミ
ラ
ン
の
選
手
と
し
て

ベ
ン
チ
入
り
す
る
選
手
の
ス
テ
イ
タ
ス
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

今
回
の
旅
行
は
、
恐
怖
の
体
験
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も

含
め
て
充
実
し
た
旅
行
だ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
は
、
甘
い
話
に
乗
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
、
機
会
が

あ
れ
ば
ま
た
是
非
行
き
た
い
と
思
う
。

本学では、学外で調査・研究を行う場合や親睦を図るための旅行に対して、ゼミ運
営費から補助金を支給しています。

ゼミ旅行・現地調査旅行レポート

竹内ゼミ
in イタリア

青柳ゼミ
 　 in 沖縄

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

サ
ッ
カ
ー
文
化
に
触
れ
て

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
３
年　

柴
田　

和
也

　

今
回
の
ゼ
ミ
旅
行
で

沖
縄
に
行
き
ま
し
た
。

班
ご
と
に
課
題
が
出
さ

れ
て
私
た
ち
は
沖
縄
戦

線
に
つ
い
て
調
べ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

沖
縄
戦
線
に
つ
い
て

調
べ
る
た
め
に
、
ま
ず

は
平
和
祈
念
公
園
に
行
き
ま

し
た
。
平
和
の
礎
や
資
料
館
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
資
料
館
で
は
沖
縄
戦
線

で
日
米
両
軍
が
総
力
を
挙
げ
て
死
闘
を
く
り
広

げ
た
こ
と
や
、
米
軍
の
物
量
作
戦
に
よ
っ
て
空
襲
や
艦
砲

射
撃
が
無
差
別
に
加
え
ら
れ
お
び
た
だ
し
い
数
の
砲
弾
を

撃
ち
込
ま
れ
た
こ
と
を
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て
上
映
し

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
一
番
戦
争
の
惨
さ
を
感
じ
た
の
が

当
時
の
写
真
が
載
っ
て
い
る
パ
ネ
ル
で
し
た
。
上
半
身
と

下
半
身
が
分
か
れ
て
死
ん
で
い
る
死
体
が
写
っ
て
い
た

り
、
子
供
が
お
び
え
た
顔
を
し
て
い
る
写
真
が
い
く
つ
も

あ
り
、戦
争
の
恐
さ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
に
行
っ
た
の
が
旧
海
軍
司
令
部
壕
で
す
。
旧
海
軍
司

令
部
壕
は
、
司
令
官
で
あ
っ
た
大
田
実
氏
ほ
か
多
数
の
海

軍
兵
士
が
戦
死
し
た
場
所
で
す
。
司
令
官
室
に
は
今
で
も

壁
に
塗
ら
れ
た
漆
喰
や
自
決
の
た
め
に
使
用
さ
れ
た
手
榴

弾
の
破
片
に
よ
っ
て
傷
つ
け
ら
れ
た
壁
が
多
数
残
っ
て
い

ま
し
た
。
壕
の
中
に
い
る
だ
け
で
当
時
の
雰
囲
気
を
感
じ

ら
れ
ま
す
が
、
残
っ
て
い
る
跡
を
見
て
い
る
と
一
層
、
戦

争
の
惨
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
ゼ
ミ
旅
行
を
通
し
て
、
沖
縄
の
過
去
に
は
今
で
は

想
像
も
つ
か
な
い
悲
し
い
惨
劇
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
を

深
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ゼ
ミ
旅
行
は
普
通
の
旅

行
と
は
違
い
、「
旅
行
を
楽
し
む
＋
歴
史
・
文
化
を
知
る
」

と
い
う
ゼ
ミ
旅
行
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
ゼ
ミ
仲
間
の
絆
が
深
ま
る
こ
と
も
ゼ
ミ
旅
行

の
楽
し
み
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

戦
跡
か
ら
学
ん
だ

沖
縄
の
歴
史

経
済
学
科
４
年　

青
木　

智
史

実施する旅行 補助対象となる項目

ゼミ旅 行

現地調査旅行

実費の60％を補助パックツアー利用時

実費の80％を補助パックツアー利用時

1人1泊 6,000円まで宿泊費

1人1泊 6,000円まで宿泊費

交通費 ●大垣駅起算、往復普通運賃、特定・特急料金（片道100km以上）
の50％を補助
●本学のマイクロバス使用の場合は、ガソリン代、運転委託費、
有料道路料、駐車料等の50％を補助
●航空運賃・船賃は実費の50％を補助

岐経祭’０８“新生～ココロアラタニ～”

西美濃地域における淡水魚保全活動
̶ふるさとの自然復元に向けて̶
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　現地の文化に触れ、実践的な会話力を身に付けることを目的に、
夏季・春季休暇中の1ヶ月間、アメリカ、ドイツ、中国、フラン
スでの語学研修に参加することができます。
　２月には、スポーツ経営学科３年の３名の学生が海外語学研修
に旅立ちます。ハワイ大学マノア校へ出発するのは大川一貴くん
と渡邊真央さん。二人は共に野松教授のゼミ生でもあり、刺激し
合いながら生の英語を学べることを楽しみにしています。ドイツ
へ出発するのは岩堀大気くん。現地ではホームステイを予定して
おり、同室になる他国の学生とのコミュニケーションも楽しみの
一つです。期間は共に２月７日から３月１日までの約３週間です。

フランスで出逢った仲間たちの笑顔を、
私は一生忘れない

経営情報学科２年　松原　千里

私のフランス語学習法
　昨年の夏、8月4日～8月22日の期間に海
外語学研修に参加し、フランスのブルゴー
ニュ大学へ短期留学をしてきました。今回
の短期留学を決めたきっかけは、フランス
語が好きだということ、そして、思いきって
海外に出て学んでみたかったという理由か
らです。本当は一人でフランスへ行くことは
とても不安でした。ですが、その心配を上
回るほど素敵な体験ができるという期待
に興奮していました。
　短期留学が決定した時点で私のフラン
ス語のレベルはとても低く、自己紹介と簡
単な挨拶しかできませんでしたので、ある
程度まで自分で学ばなければなりません
でした。自分で選んだテキストを少しずつ
進め、疑問点をまとめ、定期的に先生のも
とへ学びに行きました。また、図書館で文
法書やシャンソンのCDを借りたり、フラン
ス映画のDVDを見たり、フランス語で日記
を書いたりと、「毎日フランス語に楽しく触
れること」を目標に学習しました。ただ家に
引きこもり、文法の勉強をするのではなく、
自分の興味のある勉強法で楽しく学習を
進めることができました。

世界の仲間たちとの交流
　現地に到着して、心配がすぐに吹き飛ん
でしまうほど、フランスは素晴らしい街で、
ブルゴーニュ大学は素晴らしい大学でし
た。大学のクラスの国籍は本当に様々で、
アイルランド、トルコ、インド、ドイツ、中国、
韓国など様々な国から幅広い年代の人が
フランス語を学びにきていました。クラス

では緊張でうまく話せなくてもすぐに友達
がたくさんできました。クラスの友達とフラ
ンス語で会話するのは本当に楽しかった
です。うまく伝わらなくてもお互いに辞書
を引きながら話したり、ボディーランゲー
ジで伝えたり、お互いの国の言葉を教え
あったりと、分かり合い、笑いあうことがで
きました。文化が違い、言葉が違い、宗教が
違う。それでも「フランス語を学ぶこと」を
通して一緒に笑い、一緒に学ぶことができ
る。これは私にとって本当に衝撃的で、素
晴らしい体験になりました。

積極的に行動することが大切
　街に出て買い物するだけでも勉強にな
ります。ディジョンは本当に過ごしやすく
温かい街でした。街の中心は栄えており、
交通の便もよく、街の人たちも大変親切で
した。夜暗くなるのも９時頃でしたので、授
業が終わったあとは積極的に街に出まし
た。また、授業が休みの日には自分自身で
計画して旅行へ行きました。ルーブル美術
館、エッフェル塔、凱旋門、オペラ座など代
表的な名所へ自分の足で訪れ、実際に目で
見て本当に感動しました。
　様々な場所を訪れ、多くの人と関わると
きに「他の国の友達ともっとたくさん話し
たい、お店の人たちともっと会話できるよ
うになりたい」と心から思いました。だから
こそ、もっともっと様々な表現を学びたい
と思えました。そして、その根底には文法
の勉強が大切であることも学びました。と
にかく単語を並べるだけでも積極的に会
話する。わからなかった単語や文法をあと

から学びなおす。これが私のフランスでの
勉強スタイルでした。とにかく積極的に行
動することが学習を深めていくきっかけに
なりました。

目標の仏語検定３級も取得
　この短期留学を通して、語学のレベルは
格段にアップしました。そして今までよりフ
ランス語が大好きになりました。目標とし
ていたフランス語検定の３級も取得するこ
とができ、現在は２級を目指しさらに学習
中です。
　そして、今回の留学は語学の学習だけで
なく、自分の人生において大きな収穫とな
りました。こうして、言葉にして書くだけで
はみなさんに伝えきれないほどの感動が
ありました。私は、フランスで見た一面に広
がるぶどう畑や澄んだ青空、そしてフラン
スで出逢ったたくさんの仲間たちの笑顔
を一生忘れないでしょう。
　海外に３週間住み、学校へ通うというこ
とは今やらなければ一生できない体験だと
思います。ですから少しでも興味のある方
はぜひ語学研修に参加されることをお勧
めします。
　最後に、この留学は大学の皆様の援助、
友人、家族の支えや助けがあったからこそ
無事に終えることができ、こんなに素晴ら
しいものとなりました。皆様に心から感謝し
たいです。

海外語学研修レポート
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ドイツで地域スポーツ振興を学ぶ
スポーツ経営学科3年　戸倉　克也

　上海財経大学との学術交流協定に基づき、昨年4月からの1年間、本学で学んだ
コさんとチンさんのお二人に、日本や本学での思い出を綴っていただきました。

　私はこれまでサッカーを小学生のころから
やってきて、日本のスポーツレベルが上がって
きたことを感じていました。しかし、それでも
日本とヨーロッパの国際試合を見ていると、
スピード感や技術などに明らかな違いがある
ことを認めずにはいられませんでした。その
理由を少しでも知ることができればとドイツ
旅行への参加申し込みをしました。
　ドイツに行って最も日本との差を痛感し
たのが、国におけるスポーツ価値の高さや環
境です。ハイデルベルグ大学を訪問した際、
バルシューレという低学年の子どもたちが
球技の基礎技能を修得できる遊び感覚で行
うボールゲームの見学をしました。学生が子
どもたちや地域スポーツクラブの指導者に
指導をしたことが、学校で学んだことへの学

習理解や指導方法の促進、地域の指導力に
もつながっていることを知りました。そして、
バルシューレの講義が終わるとき子どもた
ちには修了書が渡され、子どもがどんな球技
に向いているのかが記載されており、それを
元にスポーツクラブでの競技選びをし、効率
よく指導者や選手を育て上げるシステムが
ありました。
　そういう過程を経て、子どもたちはスポー
ツクラブのチームに入るそうです。見学に訪
れたスポーツクラブはきれいに整備された
コートが３面あり、その他レストランなどの
建物があり、小さいクラブと聞かされていた
のでとても驚きました。そしてその施設を建
てるのに、市が約半分近く負担し、ほぼ非営
利で運営しているということを聞きました。

私はフィットネスクラブでアルバイトをして
いた経験がありますが、ドイツの非営利クラ
ブは目的がはっきりとスポーツに向けられて
いるという点で営利クラブと比べ、大きな差
があるのではないかと思いました。それか
ら、地域の人が自分の地域のチームを応援し
ている姿勢が多く目に付きました。ドイツ国
民にとってスポーツをすること、応援するこ
とは生活の一部であり、なくてはならないも
のなのだと羨望を禁じ得ませんでした。。
　他にもスポーツマンシップ精神など意識
の高さや、柔軟な考え方など学ぶことが多く
ありました。この経験を生かし、これからの
人生において少しでも日本のスポーツ文化
の向上に貢献できる活動をしていけるように
励みたいと強く感じた体験になりました。

顧　暁 琳 さん

　去年の4月から始まった１年の
交換留学生活もそろそろ終わり
に近くなってきました。この１年
間で、語学だけではなく、それ以
外にもたくさんのことを学び、ま
た感じることができました。
　中川小学校での児童との交流
会や、大学サークル「HIGE☆
BU」でのボランティア活動、岐阜
県の留学生弁論大会など、いろ
いろな活動に参加しました。その
うえ、嬉しいことに、指導の先生
のもとで頑張って、留学生の弁論
大会で２位に入賞、去年の11月に
は、日商簿記資格の２級に受かっ
て、充実した生活を送ることがで
きました。
　そのほかに、日本のいろいろな
ところへ旅行に行きました。東京

タワー、大阪のたこ焼き、京都の
もみじ、奈良の鹿、福井の日本海
などを見て、深い思い出が残りま
した。
　これまでの短い人生のなかで
も、日本での１年間の留学生活
はいい経験となりました。このこ
とで日本という国を深く知るこ
とができました。機会があれば、
またここに来たいと思います。
最後に、教えてくださった先生
方、親切にしてくれた学生たち、
みんなに出会えてよかったと
思っています。本当にありがとう
ございました。

コ ギョウ リン

陳　姜 偉 さん
チン キョウ イ

　時間がたつのは本当に早いも
ので、まもなく帰国のときがやっ
てきます。日本に着いたばかりの
ときの感動と不安は、今でもはっ
きり覚えています。この一年間の
ことを顧みると、忘れられないこ
と、忘れたくないことが、たくさん
あります。
　そんな中で、最も印象深いのは
中川小学校の国際交流活動で
す。小学校の子どもたちと遊んだ
り歌ったりしたことは初めてで、
私も最初のうち胸がどきどきし
ました。私の不安そうな顔を見た
一人の先生は｢みんな、かわいい
子だし、そんなに怖がらなくても
いいよ｣と励ましてくれました。遊
び時間に入ると、一人の女の子は
「ね～お兄さん、いっしょに遊ぼ

う」と誘ってくれました。彼女の
澄んだ声も、無邪気な笑顔も忘れ
られません。この一言の励まし
も、一言の誘いも、緊張を取り除
く力になって、愉快な国際交流体
験を与えてくれ、貴重な思い出に
なりました。
　人生というものは、一人ひとり
との出会いからなっているもの
でしょう。先生方、学生たち、岐阜
経済大学の人々との出会いがあ
ればこそ、この１年間の旅はこれ
ほど充実したものになりました。
岐阜経済大学の今後の発展を心
より祈っています。

経営情報学科3年
ション リィリィ

　４年前、中国で英語の教師として働いてい
ましたが、日本にずっと興味を持っていまし
たので日本に留学しました。金沢市の日本語
学校で１年半日本語を勉強して、岐阜経済大
学に入学しました。今、経営情報学科の３年
生として学んでいます。まもなく４年生にな

りますので、就職のためにいろいろな資格を
目指そうと、昨年11月に簿記２級を受け合格
しました。
　日商簿記２級は商業簿記と工業簿記の２
つの部分から構成されます。簿記試験の５
つの問題の中は、前の３つは商業、後の２つ
は工業です。例えば、商業簿記の「委託販売」
「受託販売」「割賦販売」「予約販売」「試用販
売」や「社債」「売買目的有価証券」「保有目的
有価証券」など、また工業簿記も「直接材料

費」「経費」「製造間接費」「一般管理費」と広
範囲に亘って試されます。
　私は、大学の３年間で、斉藤先生の簿記
Ⅰ・簿記Ⅱ、角田先生の簿記Ⅲ、小倉先生の
原価計算・企業会計など授業をしっかり勉強
した上で、簿記試験の過去問題集に取り組
みました。試験の出題傾向をよく理解して勉
強すれば、簿記２級に合格するのは、それほ
ど難しくはないと思います。

異文化体験事業レポート

上海財経大学  交換留学生レポート

「簿記２級」合格体験記
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運
動
部
活
動
の

「
教
育
的
意
義
」は
何
か
？

　

誰
も
が
知
っ
て
い
る
運
動
部
活
動
。
甘
い
思
い
出
、
苦

い
思
い
出
、色
々
な
経
験
を
し
た
運
動
部
活
動
。
し
か
し
、

意
外
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
学
校
教
育
で
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
「
教
育
的
意
義
」
は
、今
の
と
こ
ろ
不
明
で
す
。

単
に
人
間
関
係
を
深
め
る
の
で
あ
れ
ば
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
・

学
級
活
動
で
も
で
き
ま
す
。
先
輩
と
後
輩
の
人
間
関
係
を

築
く
の
も
「
学
校
行
事
」
や
「
生
徒
会
」
の
活
動
で
可
能

で
す
。
体
力
を
高
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
で
も
で
き
ま
す
。
優
れ
た
選
手
を
養
成
す
る
の
が

目
的
だ
と
い
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学
校
の

教
員
は
「
教
科
」
を
教
え
る
専
門
家
で
あ
っ
て
、
コ
ー
チ

ン
グ
を
任
務
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
不
思
議
な
こ
と
に
一

つ
ず
つ
理
詰
め
で
考
え
て
い
く
と
、
運
動
部
活
動
の
「
教

育
的
意
義
」
は
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

運
動
部
活
動
の
教
育
論
を
分
析
し
、
特
徴
と
限
界
を
指
摘

す
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
私
の
研
究
テ
ー
マ
で
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
振
興
、継
承
、発
展
」

に
向
け
た
運
動
部
活
動
の
役
割

　

最
近
は
、
新
た
な
段
階
に
進
み
、
運
動
部
活
動
の
実
践

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
、岐
阜
経
済
大
学
で
行
っ

て
い
る
「
課
外
体
育
サ
ポ
ー
タ
ー
」
制
度
も
そ
の
一
つ

で
す
。
そ
も
そ
も
日
本
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
が
受
容
さ
れ

た
場
は
「
大
学
」
で
し
た
。
そ
し
て
、
大
学
生
ア
ス
リ
ー

ト
に
よ
る
技
術
指
導
、
各
種
目
の
解
説
書
の
執
筆
、
さ
ら

に
は
大
会
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
、
中
学
校
や
地
域
へ
と

ス
ポ
ー
ツ
が
振
興
さ
れ
た
の
で
す
。
今
日
、
私
た
ち
が
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
る
の
も
、
1
0
0
年
前
の
運
動
部

員
に
よ
る
地
道
な
活
動
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
今
の
と
こ

ろ
私
は
、こ
の
よ
う
な
「
学
校
や
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
」

の
取
り
組
み
に
、
運
動
部
活
動
の
「
教
育
的
意
義
」
を
見

出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
期
待
で
き
る
領
域

は
、学
校
の
中
で
運
動
部
活
動
以
外
に
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
「
教
育
的
意
義
」
と
い
う
よ
り
も
、
運
動
部
活
動

の
原
点
に
立
ち
返
り
、
今
日
に
何
を
継
承
す
べ
き
か
を
考

え
た
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
振
興
、
継
承
、
発
展
」
に
行

き
着
い
た
と
も
言
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
問
題

意
識
に
基
づ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

神谷  拓 先生

1975年3月に埼玉県浦和市（現さいたま市）に生
まれ、その後、父の実家である茨城県に引っ越し、
18歳まで過ごす。高校時代に空手部に所属してい
たこともあり、卒業してから半年間、プロのキック
ボクサーをめざして練習に励むが、タイで本場の
ムエタイ（タイ式キックボクシング）に接して挫折。
帰国後の9月から浪人をはじめ、中京大学体育学
部武道学科に入学。その後、和歌山大学大学院修
士課程、筑波大学大学院博士課程を経て、2007
年より岐阜経済大学経営学部専任講師。専門は体
育科教育学、特別活動論、スポーツ文化論。昨年、筑
波大学より博士（教育学）の学位を授与された。

学校の運動部活動を通して
スポーツ文化を振興してきた日本。
だからこそ、今、運動部活動で
「何」をするのかが問われているのです。

経営学部専任講師

　私はもともと「無趣味」でし
た。趣味を持つ余裕が無かった
とも言えます。岐阜に来てから、

それではいけないと思い、バイクに乗り始めまし
た。大型免許をもっていますが、今は250CCの
ドラッグスターというアメリカンタイプのバイクに
乗っています。昨年の夏は、岐阜から鹿児島まで
行って来ました。向かう途中で2泊しましたが、

ひたすら「走る」ことだけ考えて、久しぶり
に「無心」になれました。次は、もっと
大きいバイクで行きたいですね。

趣味拝見趣味拝見
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近著
紹介

文
理
閣

2
0
0
8
年
８
月

学
校
法
人
岐
阜
経
済
大
学

堀 

冨
士
夫 

副
理
事
長

　

堀
氏
は
、
2
0
0
4
年
4
月
本
学
大
学

院
修
士
課
程
（
現
在
の
都
市
・
地
域
政
策

コ
ー
ス
）
に
社
会
人
大
学
院
生
と
し
て
入

学
し
、
鈴
木
誠
教
授
の
指
導
を
受
け
て
中

心
市
街
地
の
活
性
化
方
策
に
関
す
る
研
究

の
成
果
を
修
士
論
文
に
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
た
び
出
版
さ
れ
た
著
書
は
、
修
士
論

文
を
も
と
に
さ
ら
な
る
考
察
と
大
垣
市
の

中
心
市
街
地
で
の
実
践
的
活
動
を
加
え
て

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
堀
氏
は
、
現
在
も
京
都
大
学
大

学
院
で
研
究
生
と
し
て
研
究
を
継
続
し
、

こ
の
た
び
の
著
書
を
も
と
に
博
士
論
文
の

発
表
を
次
な
る
目
標
に
お
き
努
力
し
て
い

ま
す
。
本
学
で
社
会
人
大
学
院
生
を
目
指

す
方
に
は
お
薦
め
の
一
冊
で
す
。

〈
著
書
概
要
〉

　

本
書
で
は
中
心
市
街
地
衰
退
の
経
緯
や

要
因
を
解
明
し
た
上
で
、
狭
義
の
中
心
街

再
生（
商
店
街
振
興
）に
と
ど
ま
ら
ず
、「
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
よ
る
「
協
働

型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
社
会
目
標
に
置
い

た
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
に
つ
い

て
考
察
を
進
め
、「
地
方
都
市
・
中
心
街

の
に
ぎ
わ
い
再
構
築
」、
お
よ
び
「
都
心

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
」
の
条
件
と
可
能
性

を
展
望
し
て
い
る
。

郷
土
力
を
活
か
す

市
街
地
再
生
の
ま
ち
づ
く
り

̶

地
域
内
再
投
資
に
よ
る「
芭
蕉
元
禄

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
回
廊
構
想
」̶

̶

山
田
さ
ん
は
、
家
業
の
酒
類
量
販
店
を
経
営
し
な

が
ら
61
歳
で
定
時
制
高
校
に
入
学
、
65
歳
で
本
学
の
経

営
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
学
科
に
入
学
さ
れ
、
大
学
を
1

日
も
休
む
こ
と
な
く
4
年
間
で
卒
業
後
、
昨
春
4
月
、

本
学
大
学
院
に
入
学
さ
れ
ま
し
た
。
仕
事
を
し
な
が
ら

学
ぶ
こ
と
の
喜
び
や
ご
苦
労
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

中
学
を
卒
業
し
た
時
、
家
庭
の
事
情
で
就
職
し
ま
し

た
。
17
年
間
修
行
を
積
み
、
33
歳
の
時
、
酒
屋
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
同
級
生
で
高
校
に
進
学
し
た
人
が
う
ら

や
ま
し
く
て
、
い
つ
か
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
61
歳
ま
で
45
年
間
そ
の
気
持
ち
を
温
め
て
き
た
の

で
、
思
い
つ
き
で
大
学
に
入
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で

す
。
学
ぶ
こ
と
に
定
年
は
な
く
、
知
識
不
足
を
埋
め
た

く
て
入
学
し
た
の
で
す
。

̶

今
、
大
学
院
で
学
ば
れ
て
、
そ
の
希
望
は
か
な
え

ら
れ
て
い
ま
す
か
。

　

研
究
者
と
し
て
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
教
授
の
方
々
と
の

出
会
い
が
あ
り
、
こ
の
大
学
に
通
わ
せ
て
も
ら
え
る
こ

と
が
と
て
も
有
難
い
。
70
歳
に
な
る
と
居
場
所
が
な
い

け
れ
ど
、私
に
は
行
く
場
所
が
あ
り
楽
し
み
で
も
あ
る
。

知
識
の
集
積
が
で
き
る
こ
と
が
、
私
の
喜
び
で
す
。

̶

仕
事
を
さ
れ
な
が
ら
学
業
を
続
け
る
こ
と
は
、
ご

苦
労
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
。

　

挑
戦
す
る
こ
と
は
楽
し
い
と
い
え
ば
嘘
に
な
る
。
学

ぶ
こ
と
は
む
し
ろ
苦
し
い
。
一
番
難
し
か
っ
た
の
は
外

国
語
。
社
会
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
手
加
減
な
し
で
す
の

で
、
英
語
の
単
位
を
取
る
た
め
塾
に
も
通
い
ま
し
た
。

家
で
は
8
時
か
ら
仕
事
を
始
め
、
3
時
く
ら
い
か
ら
大

学
へ
通
学
。
予
習
は
毎
日
2
・
3
時
間
。
単
位
を
取
ら

な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
、
毎
日
予
習
し
ま
し

た
。
で
も
、
4
年
間
続
け
ら
れ
卒
業
で
き
た

こ
と
は
私
の
誇
り
で
す
。

̶

大
学
院
で
の
抱
負
は
。

　

中
小
企
業
、地
場
産
業
の
勉
強
を
し
た
い
。

学
ぶ
と
生
活
が
変
わ
り
ま
す
。
苦
労
し
て
学

べ
ば
知
識
を
得
ら
れ
生
活
も
充
実
し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
は
尽
き
ま
せ
ん
。

社会人として大学院で学ぶ喜び
大学院経営学研究科修士課程1年 山田政司さん（70歳）に聴く

大学を卒業してから、また社会に出てからも学び続けたいとい
う人が増えています。本学大学院経営学研究科では、そういっ
た声に応えられるよう、原則的に夜間開講、そして学費は低額
に抑えて学ぶ環境を整えています。現在、大学院修士課程では
29名が在籍、そのうち12名が社会人です。今回は、そうした社
会人院生の方に登場していただきました。

　

昨
年
8
月
8
日
か
ら
3
日
間
、
北
海
道
へ
調
査
旅
行
を
実
施
、

ゼ
ミ
指
導
教
授
の
鈴
木
先
生
は
じ
め
院
生
等
、
8
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

酪
農
学
園
大
学　

酪
農
学
部
農
業
経
済
学
科
に
て
本
学
院
生
の

修
士
論
文
テ
ー
マ
と
概
要
を
報
告
、
研
究
へ
の
ご
助
言
、
提

言
等
を
い
た
だ
き
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
大
学
中
央
棟

（
10
階
）
屋
上
か
ら
は
、
牧
草
地
、
畜
舎
や
家
畜
病
院
、
農
産

加
工
施
設
が
散
在
す
る
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
全
域
と
札
幌
市

街
、支
笏
洞
爺
国
立
公
園
の
山
容
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ
ル
や
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
は
、
特
産
の

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
描
か
れ
学
内
外
に
好
評
と
の
こ
と
、
本
学
で
も
参
考
に
し
た

い
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ッ
ズ
で
す
。

江
別
市　

大
学
に
近
い
都
市
近
郊
農
業
地
帯
、
案
内
さ
れ
た
新

進
気
鋭
の
有
機
栽
培
農
家
の
圃
場
沿
い
の
小
川
は
、
水
際
ま

で
散
策
で
き
る
よ
う
酪
農
学
園
大
学
ク
ラ
イ
ス
タ
ー
ク
ラ
ブ

の
学
生
が
草
刈
り
。
農
業
、
収
穫
体
験
と
川
遊
び
等
組
み
入

れ
た
、
地
域
な
ら
で
は
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
企
画
を

産
官
学
連
携
で
進
め
て
い
ま
す
。

夕
張
市　

2
0
0
7
年
3
月
に
財
政
再
建
団
体
と
な
っ
た
名
張

市
議
会
副
議
長
と
懇
談
し
ま
し
た
。
財
政
再
建
3
年
目
、
行

政
依
存
か
ら
市
民
協
働
、
自
主
・
自
覚
的
な
動
き
＝
市
民
力

が
活
発
化
し
て
き
て
い
ま
す
。「
石
炭
の
歴
史

村
」
な
ど
の
産
業
遺
産
、
映
画
「
幸
福
の
黄

色
い
ハ
ン
カ
チ
」
ロ
ケ
地
跡
、
ス
キ
ー
場
、

夕
張
メ
ロ
ン
な
ど
地
域
資
源
を
活
か
し
て
再

建
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
当
日
夜
は
ゆ
う

ば
り
夏
祭
り
、
夕
張
市
民
と
と
も
に
再
生
を

願
っ
て
、私
た
ち
も
踊
り
の
輪
に
入
り
ま
し
た
。

　

江
別
市
と
夕
張
市
、
対
照
的
な
が
ら
も
、
地

域
振
興
の
課
題
、
展
望
は
地
域
力
、
地
域
資
源

と
人
と
、
自
主
・
協
働
を
両
地
域
か
ら
強
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

酪
農
学
園
大
学
と
江
別
市
、

夕
張
市
へ
の
視
察
・
交
流

大
学
院
経
営
学
研
究
科　

渡
邉　

優 

（
60
歳
）

大
学
院
調
査
旅
行
レ
ポ
ー
ト

趣味拝見

酪農学園大学キャンパス
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二人が、大学祭実行委員会に参加するようになっ
たきっかけは。

上田：入学式後のパーティで先輩から勧誘され、女
子６人で入りました。きっかけは、楽しい！アーティ
ストに会える！と言われたからです。高校のときも
実行委員をやっていて楽しかったから、自分たち
で作り上げる学園祭に興味がありました。

薗田：岐経大・岐阜女子大・東海学院・岐阜高専の
４校で構成されている岐阜県学園祭連盟という
のがあり、他大学と交流できるということで参加
しました。

大学祭の準備は、どんなことを。

薗田：最初の仕事は企業に広告をもらいに行くこ
と。広告取りは広報担当。私は、パンフレット担当
なので、企業からいただいた広告の原稿作りが最
初の仕事でした。

上田：私はケータリング担当。学園祭当日、アー
ティストの接待を主にしていました。その他にも、
装飾・テント・フリーマーケットなどの担当がいま
す。１年生の時は学園祭の準備で深夜12時を超
えることもありました。

薗田：岐経祭には、毎年多くの他大学の方が手伝
いに来てくださいます。今年の大学祭のステージ
設営では、その人たちのために女子３人で「まかな
い」を100食くらいつくりました。

かなりハードな仕事ですが、やめようと思ったこ
とは。

上田：毎年「今年でやめよう！」と思い続け、今年ま
で頑張りました。やめようと思ったのは、夜遅い作
業が大変で、肉体的にも精神的にも本当に辛かっ
たからです。

薗田：でも学園祭が終わった後のエンディングで
先輩たちの話を聞くとやめられなかった。この達
成感があったから続けられたと思います。

上田：女子がいないので、仕事が引き継げなかっ
たため。誰にも仕事を引き継げずやめることはで
きなかった。最後まで残ったのは、責任感と達成感
からですね。

実行委員をやっていて良かったと思うことは。

上田：全部良かった！いい思い出、それ以上のもの
があった。言葉ではうまく言えないけど、２人が感
じたものは、３年間続けることができたからこそ
味わえたもの。得るものはスゴク多かった。

薗田：一人ではやることが多すぎて、いろいろな人
の手を借りることによって、周りの大事さを感じら
れた。実行委員の仲間は、最初は苦手だったけど、
今では大好きです。みんな信頼し合っています。男
子は女子の何十倍も頑張ってくれて、男子の努力
は比じゃない。ほんと、男子には感謝しています。

ところでお二人は、大学祭実行委員の仕事をこ
なしながら、それぞれクラブでも活躍されていま
すね。

薗田：女子バスケット部に所属し、キャプテンをし
ていました。中・高とバスケをしていましたが、本
学に入学したら、女子バスケット部がなかった。そ
れで、１年生の時は、社会人クラブと大垣女子短大
の合同でバスケの練習をしていました。２年生に
なった時、後輩５人に声をかけられ、２年の４人と
合わせてメンバーが揃ったので、同好会を結成し
ました。岐阜県や東海リーグの試合に出たりして
います。岐阜県リーグでは１部で２位でした。

上田：バドミントン部で、1年生後半から部長を務
めました。１学年上に先輩が一人もいなかったの
で、３年生がやめるときに指名されたためです。ク

ラブで部長と実行委員の両立が大変でしたが、部
員がカバーしてくれたおかげで、どちらも頑張る
ことができました。

お二人は、アルバイトもやっているそうですね。よ
くそんな時間が取れますね。

薗田：焼肉屋さんでアルバイトしています。生活費
は、奨学金(日本学生支援機構)とアルバイトで
賄っています。家からの仕送りは一切なし。授業料
だけ親に負担してもらっています。

上田：スイミングスクールでインストラクターのア
ルバイトをしています。家賃は親に負担してもらっ
ていますが、それ以外は家からの仕送りはないの
で、生活費はアルバイトで稼いでいます。

将来の希望を聞かせてください。

薗田：大学に入る目的は「先生」になることだった
けれど、勉強していくうちに、企業に勤めたいとい
う思いが大きくなってきました。教職は入学の目
的だったので受けていますが、将来は、スポーツ用
品販売店で、バイヤーをやりたいというのが、目下
の第一希望です。

上田：高校の時からインストラクターを目指して
いました。今、スイミングスクールでアルバイトを
はじめ子どもたちと触れ合うことによって、スポー
ツの楽しさを伝えられるインストラクターの道に
進みたいという想いが強くなりました。でも、教職
を勉強したことは、スポーツクラブで子どもたち
に教えるのに役に立っています。フィードバックな
ど授業で教えてもらったことが、しっかり活かさ
れていて、教職を勉強したことが役に立っています。

大学祭実行委員・クラブの部長・教職・
そしてアルバイトの日々

―支えてくれた仲間に感謝!!
スポーツ

経営学科３年

薗田 実華
（21）

スポーツ
経営学科３年

上田　悠
（21）

▲ 大学祭実行委員のメンバーと

▲上田 悠さん

▲薗田 実華さん
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スポーツ
経営学科２年

北　隼也
（20）

異色の聴講生、学ぶ
「ミス・インターナショナル・ファイナリスト」

聴講生

CHIAKI

まだ見ぬ自分の才能を試したくて…
もっと遙かな高みに挑戦したくて…
今、熱い情熱に燃えている人の全力投球に注目！！

夢は保健体育科教員

CHIAKIさんのプロフィールをお聞かせください。

　2008年ミス・インターナショナル日本代表の
ファイナリストで、ファッションショーなどのモデ
ルをしています。この地域では、大垣共立銀行の
ポスターにも起用されました。今、「神戸コレク
ション」を始めファッション雑誌にも出ています。
将来の夢は、パリコレに出ることです。

本学で、昨年9月から聴講生として学ばれていま
すが、勉強しようと思った動機は。

　私は大垣市の生まれで、地元の高校を卒業して
から東京の短大で英米文学を学び、主に東京を拠
点に仕事をしています。しかし、自分の原点である
生まれ故郷で、岐阜の自然について学びたいとい
う思いから、ハリヨ研究で有名な森誠一教授の
「岐阜地域研究」の講義を聴講しました。初めて学
ぶ自然環境についての授業は新鮮で、毎回受講が
楽しみでした。

岐阜経済大学の印象は。

　9月のオープンキャンパスではトークショーに
出演したのですが、高校生の皆さんが真面目に私
の話を聞いてくださって、その視線にかなり緊張
しました。10月の十万石祭り、11月の大学祭にも

参加させていただき、学生さんたちが祭りを盛り
上げようと一生懸命取り組む姿を見て感動しまし
た。学生の皆さんと交流できて、とてもいい思い出
ができました。

座右の銘、モットーをお聞かせください。

　座右の銘は一期一会です。モデルの仕事で関
わった人たちと再び会うことは少ない、だからこ
そ、お会いした人たちとのつながりを大切にした
い。またモットーは、その時々を全力投球で完全
燃焼し、後悔しないように生きたい！

最後に、岐阜経済大学の学生たちへメッセージを。

　学生の皆さん、岐阜経済大学で多くのことを学
んで、一瞬一瞬楽しんでくださいね。

北さんは教職課程支援室で熱心に指導を受けて
いると聞きましたが、本学への入学の動機は。

　私は、この岐阜経済大学に救われました。思い
起こせば、私は２年前に人生最大の挫折を味わい
ました。国立大学の推薦入試、第１、第２志望大学
の一般入試での不合格、センター試験で思うよう
な得点を取れなかったことです。しかし、保健体育
科教員の夢をあきらめませんでした。最後の最後
で岐阜経済大学に合格し、夢をつなげました。

大学生活の目標は。

　私の残りの学生生活の目標は、「岐阜経済大学
の価値を上げる」ことです。勉強、部活、バイトの３
つのことを軸に頑張りたいです。勉強面では、単位
取得はもちろん、教員採用試験に向けての勉強に
力を入れることです。教壇に立った時に、子どもた
ちから信頼、尊敬されるように一般、専門教養を身
につけなければなりません。これからも教職支援
室に通い、レベルアップしていきたいです。部活面
では、何事にも挑戦していくことです。私は、サッ
カー部に所属しています。2009年度リーグから
東海大学一部リーグで戦います。選手としては、レ
ギュラーになれるように精神面、技術面、体力面を
鍛えていきたいです。審判員としては、Ｊリーグ二
部（J2）で第４審が可能な２級審判員を目指しま
す。３年生としては、４年生と１、２年生とのパイプ
役となり、チームをまとめられるようにリーダー
シップをもちたいです。バイト面では、勉強と部活

に支障がない程度に頑張りたいです。今まで支え
てくれ、これからも世話になる家族の負担を少し
でも軽くしたいです。

将来の夢は。

　将来は、体育系または教育系の大学院に進学し
た後に高校の保健体育科教員になりたいと考え
ています。大学院では、スポーツに影響を与える心
理的部分について深く学びたいです。また、2012
年のぎふ清流国体で何らかの形でサポートしたい
です。教員では、サッカー部の顧問となり、自分が
果たせなかった全国高校サッカー選手権大会出
場を導けるようになりたいです。勉強、部活、バイト
などを頑張ることが「岐阜経済大学の価値を上げ
る」ことにつながります。また、夢の実現に向けて
一歩近づくと思います。そして、就職の際にネーム
バリューのある全国の大学と対等に戦えるように
日々努力していきたいです。

▲「岐阜地域研究」担当の森 誠一教授とCHIAKIさん

▲教職課程支援室にて
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念願の合宿所での始動、
さらなる飛躍！

　

昨
年
11
月
海
津
市
に
お
い
て
、
念
願
の
ボ
ー

ト
部
合
宿
所
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
ひ

と
え
に
、
創
部
以
来
、
ボ
ー
ト
部
を
温
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
ご

支
援
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
同
年
12

月
６
日
、
新
合
宿
所
を
拠
点
に
本
格
的
な
活
動

が
始
動
し
、
い
ま
ま
で
の
環
境
と
の
違
い
で
、

最
初
は
戸
惑
い
も
感
じ
ら
れ
た
部
員
た
ち
も
、

1
ヵ
月
を
経
過
す
る
こ
ろ
に
は
、
合
宿
所
の
す

ば
ら
し
さ
を
痛
感
し
、
海
津
の
地
か
ら
、
我
が

ボ
ー
ト
部
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
い
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

反
面
、2
0
0
8
年
度
の
ボ
ー
ト
部
戦
績
は
、

2
0
0
4
年
度
か
ら
続
い
た
全
日
本
の
冠
す
る

大
会
で
の
メ
ダ
ル
獲
得
が
途
絶
え
ま
し
た
。
最

高
の
戦
績
は
、
全
日
本
大
学
選
手
権
男
子
シ
ン

グ
ル
ス
カ
ル
に
お
い
て
の
４
位
と
い
う
こ
と

で
、
部
員
一
同
、
非
常
に
悔
し
い
思
い
を
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
悔
し
さ
を
胸
に
シ
ー
ズ

ン
終
了
後
、
部
内
で
の
競
争
が
激
化
し
、Ｕ-

２３

日
本
代
表
に
ト
ラ
イ
す
る
部
員
が
４
名
と
な
り

ま
し
た
。
2
0
0
9
年
度
に
向
け
て
は
、
合
宿

所
完
成
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ま

に
『
感
謝
』
し
、
全
日
本
大
学
選
手
権
総
合
優

勝
を
目
標
に
飛
躍
し
ま
す
。

2008年

秋季リーグ戦を振り返って
　

春
季
リ
ー
グ
戦
の
雪
辱
を
と
臨
ん
だ
今
リ
ー
グ

戦
、
成
績
は
６
勝
７
敗
・
勝
点
２
の
４
位
で
B
ク
ラ

ス
。
多
く
の
課
題
も
抱
え
ま
し
た
が
、
そ
れ
な
り
の

手
ご
た
え
を
感
じ
た
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

上
位
チ
ー
ム
か
ら
勝
点
も
奪
い
す
べ
て
３
回
戦
に

持
ち
込
み
互
角
の
戦
い
を
挑
ん
だ
も
の
の
勝
ち
き
れ

な
い
点
、
投
・
攻
・
守
の
総
合
力
で
今
一
歩
の
現

状
を
強
く
認
識
し
ま
し
た
。

●
第
１
週　

V
S 

中
部
学
院
大
学

一
回
戦
７
回
ま
で
両
チ
ー
ム
無
得
点
の
接
戦
で

あ
っ
た
が
敗
戦
。
二
回
戦　

亀
田
裕
平
（
経
営

学
部
２
年
・
甲
西
高
）
が
王
者
を
見
事
完
封
し

三
回
戦
に
臨
む
も
敗
戦
。

●
第
２
週　

V
S 

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学

一
回
戦
を
落
と
す
も
二
回
戦
を
住
大
五
郎
（
経

営
学
部
１
年
・
飛
騨
高
山
高
）
が
完
投
で
勝

ち
三
回
戦
に
持
ち
込
み
亀
田
が
延
長
11
回
を

完
封
し
勝
点
を
奪
取
。

●
第
３
週　

V
S 

朝
日
大
学

一
回
戦
敗
戦
。
二
回
戦
は
終
盤
も
つ
れ
た
ゲ
ー

ム
展
開
も
最
終
回
２
ア
ウ
ト
満
塁
か
ら
坂
井
大

輝
（
経
済
学
部
１
年
・
岐
阜
城
北
高
）
の
サ
ヨ

ナ
ラ
ヒ
ッ
ト
で
勝
利
。
し
か
し
三
回
戦
は
有
利

な
展
開
か
ら
よ
も
や
の
逆
転
負
け
を
屈
す
。

●
第
４
週　

V
S 

中
京
学
院
大
学

前
週
の
敗
戦
が
影
響
し
た
か
の
よ
う
な
展

開
で
連
敗
。

●
第
５
週　

V
S 

岐
阜
大
学

一
・
二
回
戦
と
も
投
手
が
好
投
し
連
勝
。

　

秋
季
岐
阜
学
生
リ
ー
グ
戦
は
優
勝
大
学
が
勝
点

４
。
勝
率
の
差
で
決
定
す
る
と
い
う
状
況
で
各
大
学

の
力
が
拮
抗
し
て
き
て
お
り
好
試
合
が
多
く
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
岐
阜
学
生
リ
ー
グ
の
レ
ベ
ル
も
ア
ッ
プ

し
て
上
・
下
位
の
実
力
が
接
近
、
来
シ
ー
ズ
ン
は
一

層
の
激
戦
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

岐
阜
経
済
大
学
に
も
チ
ャ
ン
ス
は
充
分
あ
り
ま
す
。

ナ
イ
タ
ー
照
明
の
完
備
等
練
習
環
境
も
整
備
さ
れ
て

き
て
お
り
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
厳
し
い
練
習
に

耐
え
目
標
に
向
か
っ
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、今
後
も
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ボート部

硬式野球部

5位（1分54秒50） 2008.6/6-8
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東海大学サッカー
１部リーグに昇格

　

本
学
サ
ッ
カ
ー
部
は
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

の
こ
こ
ろ
」
を
大
切
に
し
、
昨
年
の
東
海

２
部
リ
ー
グ
を
無
敗
で
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
2
0
0
9
シ
ー
ズ
ン
は
初

め
て
東
海
大
学
サ
ッ
カ
ー
１
部
リ
ー
グ
に

挑
戦
し
ま
す
。
ま
た
、
大
学
体
育
会
の
強

化
指
定
ク
ラ
ブ
に
も
昇
格
し
、
二
重
の
喜

び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
東
海
２
部
リ
ー
グ
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
が
、
岐
阜
経
済
大
学
サ
ッ
カ
ー

部
は
未
だ
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。
チ
ー

ム
の
目
標
は
、
東
海
リ
ー
グ
1
部
優
勝
。

そ
し
て
２
年
連
続
で
準
優
勝
と
天
皇
杯
岐

阜
県
代
表
ま
で
あ
と
一
歩
な
の
で
、
今
年

こ
そ
は
優
勝
し
て
初
め
て
の
全
国
大
会
へ

出
場
す
る
こ
と
が
最
大
の
目
標
で
す
。
目

標
を
達
成
す
る
た
め 

部
員
一
丸
と
な
っ
て

練
習
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
工
芝
の
最
高
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習

を
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
グ
ラ
ウ
ン

ド
ま
で
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
今
年
度
も

良
い
成
績
が
出
せ
る
よ
う
ご
声
援
お
願
い

し
ま
す
。

サッカー部

陸上競技部

　

1
年
生
な
が
ら
全
国
大
会
2
試
合
に
お
い
て
入

賞
し
た
の
が
、久
我
ア
レ
キ
サ
ン
デ
ル
君
（
ス
ポ
ー

ツ
経
営
学
科
1
年
）
で
す
。
日
本
学
生
個
人
選
手

権
8
0
0
m
予
選
1
分
54
秒
02
の
4
着
で
通
過
、

同
日
の
準
決
勝
に
進
出
し
、
組
で
2
着
あ
る
い
は

3
着
以
降
で
上
位
記
録
2
番
目
の
記
録
に
入
ら
な

け
れ
ば
決
勝
進
出
で
き
な
い
と
い
う
厳
し
い
状
況

の
中
、
自
己
記
録
を
更
新
し
3
着
に
入
り
見
事
決

勝
進
出
。
翌
日
の
決
勝
で
は
、
久
我
君
以
外
は
全

て
関
東
の
選
手
と
い
う
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
レ
ー
ス
で

の
5
位
入
賞
。
大
学
初
戦
で
の
全
国
大
会
入
賞
は
、

本
学
に
と
っ
て
快
挙
と
な
り
ま
す
。
続
い
て
10
月

に
行
わ
れ
た
高
校
3
年
生
と
大
学
1
年
生
の
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
を
決
め
る
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会

で
は
、
予
選
自
己
2
番
目
の
記
録
で
難
な
く
通
過
、

決
勝
で
は
4
位
入
賞
。
あ
と
一
歩
で
表
彰
台
に
は

届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
国
制
覇
が
現
実
的
に

な
り
そ
う
な
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

東
海
・
西
日
本
・
全
国
大
会
全
て
決
勝
進
出
と
い

う
偉
業
を
達
成
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
東
海
・
西

日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
狙
い
、
全
国
や
世
界
で
活

躍
で
き
る
中
距
離
の
星
で
す
。

　

陸
上
競
技
部
の
大
半
が
男
子
部
員
で
占
め
る
中
、

数
少
な
い
女
子
部
員
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。ハ
ン
マ
ー

投
の
阿
知
和
圭
那
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
3
年
）

と
豊
田
彩
那
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
2
年
）
が

全
国
大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
6
月
に
行
わ
れ

た
日
本
学
生
個
人
選
手
権
大
会
で
は
、
豊
田
さ
ん
が

14
位
（
39
m
15
）、阿
知
和
さ
ん
が
17
位
（
38
m
73
）。

9
月
に
行
わ
れ
た
日
本
学
生
対
校
選
手
権
大
会
で
は

２
人
と
も
標
準
記
録
を
突
破
し
た
も
の
の
、
大
学
で

1
名
し
か
出
場
で
き
な
い
と
い
う
規
定
よ
り
、
今
年

度
記
録
が
良
い
阿
知
和
さ
ん
が
出
場
し
、
22
位
（
40

m
04
）
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
で
の
力

の
違
い
を
感
じ
た
大
会
で
す
が
、
大
き
な
刺
激
と
な

り
ま
し
た
。
現
在
、
女
子
部
員
が
一
人
で
も
多
く
全

国
の
舞
台
で
飛
躍
で
き
る
よ
う
に
意
識
を
高
め
て
い

ま
す
。
今
後
も
女
子
部
員
の
活
躍
に
ご
注
目
く
だ

さ
い
。

日本学生陸上競技個人選手権大会

豊田 彩那 14位（39m15）
阿知和 圭那 17位（38m73）
平塚陸上競技場（神奈川県） 2008.6/6-8

阿知和 圭那 22位（40m04）
全日本学生陸上競技対校選手権大会

国立競技場、代々木公園陸上競技場（東京都）

2008.9/12-14

ハンマー
投

日本学生個人陸上競技選手権大会
平塚陸上競技場（神奈川県）

日本ジュニア陸上競技選手権大会

4位（1分53秒77）
コカ・コーラウエストスポーツパーク陸上競技場（鳥取県）

2008.10/18-19

800m 久我アレキサンデル

5位5位（1分54秒50）（1分54秒50） 20082008.6/66/6-8-85位（1分54秒50） 2008.6/6-8
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目指せ１部リーグ昇格！

　

我
々
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は

2
0
0
7
年
度
東
海
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
戦
（
以
下
、
東
海
リ
ー
グ
）
秋
季

大
会
に
お
い
て
、
念
願
の
１
部
リ
ー
グ
昇

格
を
果
た
し
、
2
0
0
8
年
度
の
春
季
大

会
で
東
海
リ
ー
グ
の
最
高
峰
で
あ
る
１
部

リ
ー
グ
に
初
参
戦
。
し
か
し
１
部
リ
ー
グ

の
壁
は
厚
く
、
そ
し
て
高
く
、
秋
季
リ
ー

グ
か
ら
は
２
部
リ
ー
グ
に
降
格
と
い
う
苦

汁
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

秋
季
大
会
で
は
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
結

果
は
残
せ
な
か
っ
た
も
の
の
、
個
人
賞
を

３
部
門
（
サ
ー
ブ
賞
、
サ
ー
ブ
レ
シ
ー
ブ

賞
、
セ
ッ
タ
ー
賞
）
に
お
い
て
受
賞
し
、

個
々
の
能
力
の
高
さ
を
示
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
糧
と
し
て
、
杉
本
監

督
や
、
元
Ｖ
リ
ー
ガ
ー
の
平
田
コ
ー
チ
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
ま
た
１
部
リ
ー
グ

の
舞
台
に
戻
れ
る
よ
う
に
、
目
標
を
高
く

掲
げ
、
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
創
部

４
年
目
。
部
員
は
、
１
年
か
ら
４
年
ま
で

合
わ
せ
て
11
人
、
昨
年
春
か
ら
は
、
新

し
く
中
村
博
巳
監
督
（
岐
阜
県
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
副
会
長
）
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
昨
年
は
、
今
ま
で
で
一
番

多
い
人
数
で
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
、
秋
季
東
海
リ
ー
グ
で
は
４
部
優
勝
３

部
昇
格
、
県
リ
ー
グ
で
は
、
２
部
優
勝
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
学
生
活

に
バ
イ
ト
、
部
活
と
の
両
立
の
中
、
部
員

が
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
き
た
結
果
が

出
せ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

今
年
も
、
ま
た
部
員
を
増
や
し
、
女
子

バ
レ
ー
部
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
日
々
た
く
さ
ん
の
人
に

感
謝
し
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
笑
顔
で

元
気
よ
く
バ
レ
ー
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。ご
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

スポーツ経営学科３年　深石　佳佑

念願の東海リーグ
3部へ昇格

スポーツ経営学科3年　鈴木 麻美

２００８年度課外活動実績２００８年度課外活動実績（後期）（後期）２００８年度課外活動実績（後期）

全日本大学選手権大会
男子シングルスカル（今井裕樹） 4位
男子ダブルスカル（嶋田盛一・東野英貴） 5位
男子舵手付きペア（仲矢俊之・久司和矢・冨田龍平） 6位

●ボート部

第82回全日本学生スキー選手権大会
男子４部アルペン競技 回転競技（中田優一郎） 2位
　　　　　　　　　　大回転競技（中田優一郎） 2位
男子４部総合 9位

第54回中部日本学生スキー選手権大会
男子アルペン競技 大回転（中田優一郎） 2位
　　　　　　　　 回転（中田優一郎） 2位
　　　　　　　　 スーパー大回転（中田優一郎） 12位

●スキー部

第46回スーパーファイティング全日本空手道選手権大会
成人男子の部（平野泰斗） 準優勝
決勝戦で延長戦の末、前年度優勝者に敗れた。

●空手道同好会

第24回日本ジュニア選手権
男子800m（久我アレキサンデル） 4位

第27回浜松中日リレーカーニバル
男子4×400mR
（宮下竜二・塩満純一朗・小熊翔一・大川光） 準優勝
全国レディース陸上
女子ハンマー投（豊田彩那） 8位

第35回東海学生秋季選手権
男子400m（大川光） 準優勝
男子400mH（大川光） 準優勝
男子4×100mR 3位
（西森基文・城戸一正・鈴木翔太・吉村純平）
男子4×400mR 準優勝
（小山真輝・塩満純一朗・吉村純平・大川光）
男子4×400mR 3位
（小幡亮・小熊翔一・中田大介・久我アレキサンデル）
男子走幅跳（櫻井佳廣） 3位
男子三段跳（櫻井佳廣） 準優勝

●陸上競技部

秋季東海地区大学野球連盟岐阜県リーグ戦 4位
●硬式野球部

東海大学サッカーリーグ　２部リーグ優勝 1部に昇格
●サッカー部

東海大学バレーボールリーグ戦秋季大会 2部4位
岐阜県大学バレーボールリーグ戦秋季大会 1部2位
第61回秩父宮賜杯全日本バレーボール大学男子選手権大会 
 グループ戦敗退

●男子バレーボール部

東海大学バレーボールリーグ戦秋季大会
 4部優勝 3部昇格
岐阜県大学バレーボールリーグ戦秋季大会 2部優勝

●女子バレーボール部

東海大学準硬式野球秋季リーグ戦 
 2部リーグ１位(同率 ２部残留）

●準硬式野球部

東海学生卓球秋季リーグ戦 3部6位
 入替戦 4部に降格

●卓球部

岐阜県学生バスケットボール秋季リーグ戦 1部2位
●女子バスケットボール同好会

東海学生バスケットボールリーグ戦 3部3位
岐阜県学生バスケットボール秋季リーグ戦 1部2位

●男子バスケットボール部

第42回　少林寺拳法全日本学生大会に出場
●少林寺拳法部

男子バレーボール部

秋季東海学生ソフトテニス対抗リーグ戦 5部4位
●ソフトテニス部

岐阜県大学対抗ソフトテニス大会 男子Ａチーム優勝

岐阜県学生ソフト選手権大会
ダブルス（中山裕之・成相拓斗） 3位
　 〃 　（小梶佳樹・工藤拓郎） ベスト8

岐阜県学生新人バドミントン大会
（男子）シングルス（島尻昌也） 4位
　　　 〃 　　　（北村拓） ベスト8
（男子）ダブルス　（北村・島尻） 4位
（女子）シングルス（網谷裕美子） 3位
　　　 〃 　　　（内生蔵祥那） ベスト8
　　　 〃 　　　（梅村舞） ベスト8
　　　ダブルス　（網谷・内生蔵） 優勝

●バドミントン部

女子バレーボール部
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本
年
度
は
、「
G
C
M
M
S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る

携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
を
利
用
し
た
新
し
い
C
M
S
の
開

発
と
、
そ
れ
を
活
用
し
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

創
造
に
つ
い
て
、
様
々
な
公
募
に
挑
戦
し
成
果
を
あ
げ

ま
し
た
。
財
団
法
人
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
主
催
の
「
平

成
20
年
度
学
生
の
I
T
ベ
ン
チ
ャ
ー
ア
イ
デ
ア
」
に
お

い
て
、
優
秀
な
ア
イ
デ
ア
と
認
め
ら
れ
採
用
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
名
古
屋
市
、
財
団
法
人
名
古
屋
都
市
産
業

振
興
公
社
、
名
古
屋
市
新
事
業
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
の

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
公
募
に
お
い
て
、
佳
作
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
ピ
ア
共
同
研
究
室
は
、
創
立
10
周
年
記
念
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、「
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
放
送
シ
ス
テ
ム
の
活
用
、
岐
阜
エ
フ
エ
ム
放
送

株
式
会
社
と
提
携
し
、
地
域
情
報
を
中
心
と
し
た
様
々

な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
と
配
信
を
目
指
し
ま
す
。
ソ
フ

ト
ピ
ア
共
同
研
究
室
で
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
、

メ
デ
ィ
ア
の
企
画
・
制
作
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
ラ

ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
し
て
み
た
い
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

就
職
活
動
サ
ー
ク
ル
は
昨
年
10
月
に
新
設
さ
れ
た
と
て

も
新
し
い
サ
ー
ク
ル
で
す
。
今
ま
で
に
、
よ
り
良
い
進
路

に
向
け
自
分
の
可
能
性
を
ひ
ら
く
べ
く
、
自
己
ア
ピ
ー
ル

に
つ
い
て
話
し
合
い
な
が
ら
考
え
、
面
接
練
習
を
し
た
り

（
金
６
）、
時
事
ニ
ュ
ー
ス
の
知
識
を
高
め
る
た
め
に
、
毎

朝
当
番
制
で
二
ュ
ー
ス
配
信
を
し
た
り
、
社
会
人
基
礎
力

グ
ラ
ン
プ
リ
2
0
0
9
（
2
月
10
日
）
に
出
場
す
る
活
動

を
し
て
き
ま
し
た
。
面
接
は
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
の
皆
さ

ん
が
総
出
で
特
訓
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

社
会
人
基
礎
力
大
会
で
は
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
、

（
株
）ル
ネ
サ
ン
ス
の
会
員
獲
得
の
た
め
に
案
を
出
し
て
、

東
京
の
会
場
で
発
表
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
の
ス
タ
ジ
オ
で

で
き
る
中
高
年
向
け
の
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

発
し
、
そ
の
提
案
を
す
る
ま
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り

組
ん
で
、
始
め
る
前
と
後
で
は
、
ど
の
よ
う
に
成
長
出
来

た
の
か
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
や
っ
て
み
て
の
感

想
は
、
収
益
性
に
こ
だ
わ
る
こ
と
の
難
し
さ
で
す
。
普
段

の
学
生
生
活
で
は
考
え
る
こ
と
の
な
い
人
件
費
、
広
告
手

法
と
そ
の
経
費
、
商
品
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
し
、
ど
う

し
た
ら
利
益
が
出
る
か
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
大
き
く
で
き

る
か
、
企
業
側
の
要
望
も
考
慮
し
な
が
ら
１
つ
の
提
案
に

ま
と
め
る
の
で
す
。
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、
利
益
を
出

す
の
は
想
像
以
上
に
難
し
い
こ
と
が
身
を
持
っ
て
体
験
す

る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
決
勝
大
会
に
進
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、「
奨
励
賞
」
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

面
接
練
習
は
、
本
番
で
も
な
い
の
に
予
想
以
上
に
緊
張

し
て
話
せ
な
く
な
っ
た
り
、
志
望
動
機
、
自
分
の
長
所
な

ど
、
簡
単
な
こ
と
に
思
え
る
こ
と
が
意
外
と
人
前
に
な
る

と
発
表
で
き
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。
特
に
多
か
っ
た
の
は

長
く
話
せ
る
が
結
局
何
が
言
い
た
い
の
か
ま
と
ま
っ
て
い

な
い
ケ
ー
ス
で
す
。
こ
れ
は
実
際
に
人
前
で
話
し
て
み
て

初
め
て
気
づ
く
こ
と
な
の
で
、
就
職
試
験
を
受

け
る
前
に
、
何
度
も
体
験
し
て
ほ
し
い
練
習

で
す
。
新
し
い
サ
ー
ク
ル
な
の
で
、
活
動
内

容
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
す
が
、
こ
の
サ
ー

ク
ル
は
、
部
活
動
や
バ
イ
ト
が
忙
し
い
人

で
も
続
け
ら
れ
る
サ
ー
ク
ル
だ
と
思
い
ま

す
。

　

今
は
2
0
0
6
年
度
入
学
生
だ
け
で

や
っ
て
い
ま
す
が
、
来
年
か
ら
は
先
輩

が
後
輩
を
指
導
し
た
り
、
1
年
・
2
年

生
が
早
く
か
ら
参
加
す
る
な
ど
の
体
制

を
つ
く
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

スポーツ経営学科3年　倉石 裕章

２００８年度課外活動実績（後期）

就職活動サークル

マイスター倶楽部

ソフトピア共同研究室

▲ 社会人基礎力
グランプリに出場

〒503-0006　岐阜県大垣市加賀野４丁目１番地の7
　　　　　　　　ソフトピアジャパンセンタービル5階507号室
TEL: 0584-77-1213　E-mail: info＠softopia.mail-box.ne.jp
URL: http://softopia.gifu-keizai.ac.jp/

〒503-0903　岐阜県大垣市東外側町2-6
　　　　　　　　広瀬第一ビル1F
TEL＆FAX: 0584-81-3816
E-mail: meisterclub＠rapid.ocn.ne.jp

移
転
し
ま
し
た
。

　

活
動
を
始
め
て
か
ら
11
年

目
に
突
入
し
た
昨
年
秋
、
マ

イ
ス
タ
ー
倶
楽
部
は
活
動
拠

点
を
新
た
な
場
所
に
移
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

大
垣
駅
前
商
店
街
の
中
に
あ

る
ビ
ル
の
一
角
で
す
が
、
広

さ
も
間
口
も
、
以
前
の
二
倍

あ
ま
り
と
な
り
、
学
生
の
活
動
の
幅
や
今
後
の
可
能
性

が
、
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
広
い
ス

ペ
ー
ス
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
商
店
街
や

市
民
の
方
に
親
し
み
を
持
っ
て
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け

る
場
所
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

も
ち
つ
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

1
月
24
日
、
マ
イ
ス
タ
ー
倶
楽
部
と
大
垣
駅
前
商
店
街
振

興
組
合
が
主
催
の「
雁
の
り
橋 

も
ち
つ
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
開
催
し
て
い
る
餅
つ
き
イ
ベ
ン

ト
は
今
回
で
10
回
目
。
当
日
は
雪
模
様
で
大
変
な
寒
さ
に
な

り
ま
し
た
が
、
商
店
街
や
市
民
の
方
に
「
よ
い
し
ょ
！
」
と

掛
け
声
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
学
生
た
ち
が
力
強
く
お
餅
を

つ
き
ま
し
た
。
3
回
の
お
餅
つ
き
を
通
じ
2
0
0
名
あ
ま
り

の
市
民
の
方
に
、
あ
ず
き
・
黄
な
粉
・
大
根
お
ろ
し
の
三
種

類
の
お
餅
を
無
料
で
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
大

根
お
ろ
し
は
、
学
生
自
身
が
揖
斐
川
町
で
農
家
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、減
農
薬
で
栽
培
か
ら
収
穫
ま
で
し
た
も
の
で
「
大

根
、
あ
ま
い
！
」
と
ご
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
頃
よ
り
マ
イ
ス
タ
ー
倶
楽
部
と
活
動
で
交
流
の
あ
る
市

民
団
体
「
N
P
O
法
人
大
垣
ま
ち

づ
く
り
市
民
活
動
支
援
会
議
」
や

「
終
の
住
ま
い
研
究
会
プ
ラ
チ
ナ

プ
ラ
ザ
」
が
、
と
ん
汁
や
甘
酒
の

販
売
を
し
て
く
だ
さ
り
、
寒
さ
を

和
ら
げ
る
賑
わ
い
の
創
出
に
一
役

買
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

岐
阜
国
体
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ミ
ナ

モ
ち
ゃ
ん
も
応
援
に
か
け
つ
け
、

多
く
の
市
民
に
お
楽
し
み
い
た
だ

け
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
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業
界
・
企
業
研
究
、志
望
企
業
へ
の

直
接
ア
プ
ロ
ー
チ

実
践
直
前
講
座

―
自
己
分
析
・Ｐ
Ｒ
、履
歴
書
作
成
、

　

面
接
対
策
―

　

１
０
０
年
に
一
度
の
不
況
と
い
わ
れ
る
中
、
就
職
戦
線
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
で
は
、
就
職
活
動
が
本
格
化
す
る
３
年
生
の
就
職
支
援
の
た
め
に
、
昨
年
秋

か
ら
様
々
な
企
画
・
講
座
を
実
施
し
、
厳
し
い
就
職
活
動
を
全
力
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

学
内
企
業
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

第
一
弾
：
２
０
０
８
年
１２
月
１７
日（
水
）

第
二
弾
：
２
０
０
９
年
２
月
２
日（
月
）・
３
日（
火
）

　

学
内
企
業
セ
ミ
ナ
ー
を
今
年
度
は
１２
月
と
２
月
の
２

回
開
催
し
ま
し
た
（
例
年
１
回
）。

　

第
一
弾
は
年
内
の
2
0
0
8
年
１２
月
17
日
に
、
ス

ポ
ー
ツ
系
企
業
を
中
心
に
16
社
を
招
い
て
開
催
、
学

生
1
3
0
名
余
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
就
職
活
動
本

番
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

第
二
弾
は
、
2
0
0
9
年
2
月
2
日
・
3
日
の
両
日

で
、
参
加
企
業
は
、
約
７０
社
。
県
内
外
の
様
々
な
業
種

の
企
業
を
招
い
て
、
３
０
０
名
以
上
の
学
生
が
参
加
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
ま
ず
5
1
0
1
教
室
に
学
生
が
集

合
し
、
出
陣
式
を
行
い
ま
し
た
。
ス
キ
ー
中
部
イ
ン
カ

レ
の
回
転
・
大
回
転
で
準
優
秀
し
た
ば
か
り
の
中
田
優

一
郎
君
の
「
就
職
活
動
が
ん
ば
る
ぞ
！
」
を
合
図
に
全

員
で
気
勢
を
上
げ
て
、
企
業
ブ
ー
ス
を
設
け
た
食
堂

棟
に
移
動
し
ま
し
た
。

　

各
企
業
の
採
用
担
当
者
様
か
ら
も
、
熱
意
だ
け
で
な

く
質
の
高
い
学
生
と
話
が
で
き
た
、
と
の
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

第
一
弾
：
２
０
０
８
年
１２
月
１３
日（
土
）・
14
日（
日
）

第
二
弾
：
２
０
０
９
年
２
月
４
日（
水
）〜
６
日（
金
）

　

就
職
活
動
を
勝
ち
抜
い
て
い
く
た
め
に
必
要
な
、

自
己
Ｐ
Ｒ
力
を
ア
ッ
プ
す
る
特
別
講
座
を
２
回
に
わ

た
っ
て
開
講
。
自
己
分
析
・
履
歴
書
作
成
、
面
接
に

重
点
を
お
き
、
各
々
が
自
信
を
持
っ
て
就
活
の
ス
テ
ッ

プ
を
登
っ
て
い
け
る
よ
う
指
導
し
ま
し
た
。
講
師
は

名
古
屋
の
就
職
活
動
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
か
ら

派
遣
さ
れ
た
専
門
ス
タ
ッ
フ
３
名
。
1
日
7
時
間
、

自
主
的
に
残
る
人
も
い
た
濃
密
な
内
容
で
、
受
講
生

は
や
り
遂
げ
た
達
成
感
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
企
業
が
充
実
し
て
お
り
、
業
種
、
採
用

エ
リ
ア
と
も
幅
広
い
。
ま
た
、
企
業
の
強
い
採

用
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
。

　

昔
の
自
分
を
振
り
返
る
こ
と
が
、
自
分
の
特
徴

を
発
見
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
が
驚
き
で
、

こ
の
自
己
分
析
に
よ
っ
て
自
己
P
R
が
書
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
模
擬
面
接
で
は
、
お
互

い
に
練
習
す
る
こ
と
で
友
人
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

が
自
分
の
改
善
点
の
発
見
に
つ
な
が
り
、
参
加

し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

▲学内企業セミナー

参
加
し
た
学
生
の
声

参
加
し
た
学
生
の
声
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面
接
で
実
際
に
求
め
ら
れ
る
内
容
や
人
物
像

な
ど
、
試
験
突
破
に
向
け
た
実
践
的
な
内
容
が

と
て
も
た
め
に
な
っ
た
。
特
に
、
実
際
に
金
融

業
に
勤
め
る
Ｏ
Ｂ
の
方
の
お
話
が
、
内
定
獲
得

ま
で
の
流
れ
や
実
際
の
仕
事
な
ど
わ
か
っ
て
よ

か
っ
た
。

　

就
職
活
動
向
け
に
ど
ん
な
メ
イ
ク
で

行
け
ば
い
い
の
か
に
つ
い
て
、
ず
っ
と

悩
ん
で
い
た
け
れ
ど
、
ど
こ
で
聞
け
ば

い
い
か
わ
か
ら
ず
、
今
回
の
よ
う
な
講

座
を
や
っ
て
も
ら
え
て
、
本
当
に
助
か

り
ま
し
た
。
説
明
会
や
面
接
に
安
心
し

て
臨
め
ま
す
。

金
融
セ
ミ
ナ
ー

２
０
０
８
年
１０
月
１５
日
か
ら
毎
週
水
曜
日
開
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
全
６
回
講
座
）

　

金
融
業
志
望
の
学
生
５８
名
が
受
講
。
目
的
意
識
が

明
確
な
だ
け
に
、
全
６
回
の
講
座
は
、
集
中
力
が
切
れ

る
こ
と
な
く
充
実
し
た
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
座
の
講
師
は
、金
融
機
関
の
採
用
担
当
者
の
方
で
、

金
融
機
関
は
ど
ん
な
人
材
を
求
め
て
い
る
か
、
経
済
新

聞
・
金
融
用
語
の
読
み
方
な
ど
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
他
、

「
若
手
金
融
マ
ン
の
奮
闘
」
と
題
し
、
金
融
業
に
就
職

し
て
活
躍
中
の
本
学
Ｏ
Ｂ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
も
実
施
。
最
終
日
に
は
、
日
本
銀
行
名
古
屋
支
店
・

日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
名
古
屋
支
店
の
見
学
会
を
行

い
ま
し
た
。

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
・
身
だ
し
な
み
講
座

　

就
職
活
動
で
は
、
人
間
性
や
仕
事
に
必
要
な
能
力
の

ほ
か
「
見
た
目
」
も
重
要
で
す
。
合
同
説
明
会
期
間
の

２
月
３
日
午
前
中
、
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
・
身
だ
し
な
み
講

座
を
開
講
し
ま
し
た
。

　

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
講
座
は
、
女
子
学
生
を
対
象
に

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
メ
イ
ク
で
は
な
く
、
就
職
活
動
・
面
接

で
好
感
が
も
た
れ
る
メ
イ
ク
に
焦
点
を
絞
っ
て
指
導
。

定
員
１５
名
で
、
専
門
講
師
が
、
実
技
指
導
も
含
め
て

丁
寧
に
一
人
ひ
と
り
の
メ
イ
ク
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
男
子
学
生
も
参
加
し
て
、
ス
ー
ツ
の
着
こ

な
し
講
座
を
開
講
。
就
職
活
動
で
は
第
一
印
象
も
大
切

な
要
素
に
な
る
の
で
、
基
本
的
な
ス
ー
ツ
の
着
こ
な
し

方
、
ス
ー
ツ
着
用
時
の
立
ち
振
る
舞
い
を
は
じ
め
、
業

界
・
業
種
の
違
い
を
踏
ま
え
た
シ
ャ
ツ
や
ネ
ク
タ
イ
の

色
選
び
等
に
も
話
が
お
よ
び
、
会
場
に
集
ま
っ
た
４０

名
の
学
生
が
、
熱
心
に
講
義
を
聴
き
、
個
々
に
髪
型
や

実
際
に
身
に
つ
け
て
い
る
ス
ー
ツ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

い
き
ま
し
た
。

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
へ
の

応
援
い
た
し
ま
す
！

〜
県
外
の
出
身
者
へ
の
支
援

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
は
、
出
身
地
に
帰
っ
て
就
職
し

た
い
と
い
う
学
生
の
U
タ
ー
ン
就
職
の
希
望
も
支
援

す
べ
く
、
求
人
情
報
獲
得
や
企
業
開
拓
の
た
め
に
、

出
身
学
生
の
多
い
地
区
で
開
催
さ
れ
る
代
表
的
な
企

業
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
先
日
、
静
岡
市
主
催
の
「
地
域
産
業
・

大
学
等
交
流
会
」
に
参
加
。
あ
わ
せ
て
理
研
軽
金
属

工
業
株
式
会
社
な
ど
地
元
優
良
企
業
を
個
別
訪
問
し

ま
し
た
（
2
0
0
9
年
１
月
末
現
在
）。

　

今
後
は
、愛
知
県（
三
河
地
区
）、静
岡（
浜
松
地
区
）、

石
川
、
福
井
、
三
重
、
滋
賀
、
長
野
、
沖
縄
な
ど
の

エ
リ
ア
に
つ
い
て
、
企
業
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
や
企

業
訪
問
を
行
い
、
地
元
就
職
を
め
ざ
す
学
生
の
支
援

に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

〈
面
談
企
業
〉

静
岡
銀
行
、
鈴
与（
株
）、
清
水
銀
行
、

（
株
）シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
、
静
岡
市
役
所
、

東
海
澱
粉（
株
）、
太
陽
建
機
レ
ン
タ
ル（
株
）、

（
株
）レ
ン
ト
、（
株
）静
岡
産
業
社　
　

等

参
加
し
た
学
生
の
声

参
加
し
た
学
生
の
声
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　教職課程科目「教職総合演習・神谷拓ゼミ」では、保健体
育教員免許取得をめざす学生が、教師に必要な資質の向上を
目標に学んでいます。その一環として、優れた授業実践に学
ぶことを目的に、大垣市立南中学校の寒田丈太郎先生が実践
されている「ハードル走」の全単元を観察・調査し、その特
徴の分析に取り組んできました。1月15日に、研究成果を発
表するため、報告会を実施しました。
　その内容を紹介すると、１．学習指導要領におけるハードル
走の位置づけなど歴史的背景の分析、２．寒田先生の経歴の
紹介、３．寒田実践における教師行動や学習内容の分析（Ｖ
ＴＲと指導案の分析）、４．寒田先生の実践を自分たちで試す

「追試」による分析、５．運動
学の視点からの分析です。
　当日は、ゲスト講師として、
実践者の寒田先生にもおこ
しいただきました。学生たち
は更なる学習課題を得る機
会となったようです。

　10月22日・29日、体験学習強化の一環として、経済学部
基礎演習合同現地調査旅行を実施しました。８つの基礎演習
に所属する1年生が、
昨年４月に完成した日
本最大級といわれる徳
山ダムを見学し、建設
の目的や経緯、旧徳山
村民の移転事情につい
て、現地にて詳細な説
明を受けました。

教職総合演習・神谷ゼミ「研究成果報告会」教職総合演習・神谷ゼミ「研究成果報告会」

「経済学部基礎演習合同現地調査」実施「経済学部基礎演習合同現地調査」実施

　10月30日、本学で学んだ故信田
滋弘さんのお母様と介助犬ロッキー
を、「障害者福祉論」の授業に、ゲ
スト講師としてお招きしました。
　信田さんは、筋ジストロフィーの
病と闘いながら、介助犬のロッキー
と共に、本学で2年間学びました。
障害を持つ青年と介助犬との関わり
を直接聴き、また、介助犬に間近に
触れることによって、学生が障害者

福祉を深く捉えていく契機とすべく来ていただいたものです。
　最初に、信田滋弘さんのお母様が、在学当時の信田さんと
ロッキーの様子や、信田さんが生前、介助犬について講演し
たときの講演録を紹介。そのあと、ロッキーによるデモンスト
レーションで、教室内や、廊下へ出てドアの開閉や、エレベー
ターの昇降ボタン押しなど行いました。最後に、山田武司准
教授は、「信田くんは、障害者にやさしい社会をつくりたいと
の思いで、体力の限界まで頑張って大学へ通った。その思いを
引き継いで欲しい」と呼びかけられました。

「障害者福祉論」介助犬ロッキーを迎える「障害者福祉論」介助犬ロッキーを迎える

　1月13日、臨床福祉コミュニティ学科開講科目 『現代コミュ
ニティ論』で、受講生が取り組んできた研究成果発表会を行
いました。
　学生たちは、４グループに分かれ、半年間に及んで現代に
おける地域福祉の実情を鳥瞰し、関心分野からテーマを設定
して考察を深めてきた成果について報告しました。
　授業担当の樋下田邦子講師からは、「問題だけを取り上げ
るのではなく、その社会的背景を広く探る視点が育ち、その
成長を嬉しく思う。今後、専
門職として働く福祉の現場で
壁にぶつかったとき、学生時
代に培った物事を鳥瞰すると
いう視点を思い出して取り組
んで欲しい」と結びました。

『現代コミュニティ論』研究成果発表会『現代コミュニティ論』研究成果発表会

教職総合演習・渡辺ゼミ
「グループ・プレゼンテーション」
教職総合演習・渡辺ゼミ
「グループ・プレゼンテーション」
　教職課程科目「教職総合演習・渡辺貴裕ゼミ」では、学生
たちがグループに分かれ約2ヵ月間かけて調査、準備してき
た内容を発表し、ディスカッションを行いました。
　学生たちは文献調査だけでなく、体罰に関するアンケートを
100人にとったり、学校の先生にインタビューに行ったりと、
さまざまな手法で調査を行いました。また発表に関しても、配
付資料やプレゼンソフトによるものだけでなく、教師とモンス
ターペアレントとのやりとりを演じたり、給食の人気メニューを
再現して食べてもらったりなど、さまざまな工夫が凝らされま

した。さらに発表後のディスカッションを通して、
内容の理解だけでなく、調査・発表の深め方
や指導のノウハウを得る機会となりました。

第１回　「Ｊリーグクラブのマネジメント」
第２回　「Ｊリーグクラブのチームマネジメント」
第３回　「Ｊリーグクラブの地域貢献」

　ＦＣ岐阜の今西ゼネラルマネージャーをゲスト講師として招
聘し、『特殊講義Ａ』の授業を３週にわたり行いました。
　本学では、5月25日にＦＣ
岐阜と連携協定を締結しまし
たが、連携事業の一つに、ス
ポーツ振興を担う人材の育成
を目的としてＦＣ岐阜は本学
の講義運営に協力することと
しており、その一環として実
施したものです。

ＦＣ岐阜の今西ＧＭをゲスト講師に講義ＦＣ岐阜の今西ＧＭをゲスト講師に講義

発表
テーマ

ユ二バーサルデザインの実態を把握し実際の生活から考察する
地域福祉における民生委員の役割を考察する
地域福祉における障害者支援の実際を考察する
大垣市における地域福祉の歴史と現状を考察する

講義
内容
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▲野球場  夜間照明
　ボート部合宿所  外観・エントランス▼

▲

キッズアスリート・プロジェクトに
アシスタントとして参加
キッズアスリート・プロジェクトに
アシスタントとして参加
　子どもたちのスポーツ離れや体力低下が問題となっている
今日、日本陸上界を代表するアスリート達による「キッズア
スリート・プロジェクト“夢の陸上キャラバン隊”」が全国各
地で開催されています。
　子どもたちの目の前で実際に競技を行い、スポーツの基本
である「走る・跳ぶ・投げる」楽しさ、そして陸上競技の凄さ、
面白さを伝えるのが「キッズアスリート・プロジェクト」の目
的です。
　このプロジェクトが、11月11日に、岐阜県美濃加茂市立山
手小学校で開催され、
本学の陸上部員10名
がアシスタントとして
活躍しました。当日は
アスリートのサポート
や小学生の皆さんのお
世話をさせていただき
ました。

　大垣藩十万石の城主を祭る常葉神社の例祭である「十万石まつり」
が、10月12日、中心市街地一帯で盛大に催されました。今年は、大
垣市制90周年を記念し、90基のみこしが駅前通りを練り歩きました。
　本学も、学生、教職員合わせて総勢80名が参加し、さまざまなパ
フォーマンスで祭りを盛り上げました。本学聴講生で、2008ミスイン
ターナショナル日本代表ファイナリストの CHIAKIさんが掲げるプラ
カードを先頭に、学生による威勢の良いかけ声、沖縄県人会によるエ
イサー、ボート部の合宿所完成披露、吹奏楽同好会の演奏など、元気
な岐阜経済大学をアピールしました。
　来賓を前に、ボート部の清水晶也さんが口上で、ボート部合宿所建
設のお礼と大学祭のＰＲのあと、卒業の際には、就職もよろしくお願
いしますと述べると、沿道からは、ドッと笑い声が沸き起こりました。
市民の方からは、「踊りや演奏で、学生さんらしいパレードだ」と激励
の声も寄せられました。

「十万石まつり」みこしパレードに参加「十万石まつり」みこしパレードに参加

　1月10日、「フラッグフットボール大会『モーモーカップ
2009』」が開催されました。
　「保健体育科教育法４」の受講生たちは、授業でフラッグフッ
トボール指導の系統性について学んできましたが、さらにそ
の「学び」を発展させて大会の企画・運営にあたりました。
　受講生たちは、参加の呼びかけを精力的に行い、目標とし
た100名近くの学生が参加するというビッグ・イベントとなり
ました。参加者は１チーム４～５人に割り振られ、総勢20チー
ムがリーグ戦形式で試合を進めました。
　受講生たちは、この取り組みを通して、スポーツイベント
の企画・運営の実践的な経験を積んだようです。

「モーモーカップ２００９」開催「モーモーカップ２００９」開催

①ボート部合宿所の建設
・2008年11月10日に、岐阜県海津市長良川国際レガッタ
コース隣接地にボート部合宿所を建設しました。鉄骨造2
階建、延床面積890.76m2、48人収容の建物になります。

②野球場の再整備
・1985年に造成した野球場の再整備を実施しました。
・内外野を水捌けのよい土へ入替え、夜間でも練習ができる
ように照明柱を6基設置しました。

③無線ＬＡＮ環境の整備
・ユビキタスネットワーク時代を迎え、既存の情報実習室だ
けでなく、学内の主要な教室からインターネットが使用で
きる環境を整備しました。

④経済学部研究室の移設
・老朽化した11号館経済学部研究棟を閉鎖し、8号館3階・
4階を経済学部研究室へ移設改修しました。

施設
紹介 創立40周年記念第２期事業として、課外活動施設の建設、教育研究施設設備の拡充を次の通り行いました。
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大垣情報ネットワーク研究会
10周年記念シンポジウム開催
　大垣情報ネットワーク研究会が、創設10周年となることを記念し
て、12月12日ソフトピアジャパンセミナーホールにてシンポジウム
を開催しました。
　大垣情報ネットワークは、地元情報系企業５社（セイノー情報サー
ビス、共立コンピュータサービス、タック、ピーアイシステム、河合
石灰工業）に、財団法人ソフトピアジャパン、大垣市に岐阜経済大
学を加えた産官学のコンソーシアムです。
　当日は、文化経済学からまちづくりを考える基調講演に続き、「ソ
フトピアジャパン」のこれまでを振り返り、価値や課題あるいは今後
のあり方について考えるパ
ネルディスカッションが行わ
れました。会を構成する企
業や団体の関係者に加え、
地元自治体関係者や一般市
民も多数参加し150名余の
盛況な催しとなりました。

「基礎から学ぶＣＡＤ講座」開講
　2月6日から20日までの10日間、（財）岐阜県産業経済振興セン
ターの委託を受け、大垣共立銀行・共立総合研究所の運営協力を得
て、「基礎から学ぶCAD講座」を開講しました。この講座は昨年度３
月に初めて委託を受け、今年度は昨年9月に引き続いての開催となり
ます。
　この事業は、子育てが一段落した女性やフリーター等に対して、も
のづくり企業への就職に必要なスキルを学ぶ機会を提供し、ものづ
くりの基礎知識と3次元CADのオペレーターの能力を併せ持ったも

のづくり事務のスペシャリス
トの養成を目指す講座です。
　162名の応募の中から選ば
れた20名の社会人の方が、
連日行われた製図やCAD講
習を熱心に受講され、CAD
に関する関心の高さが窺えま
した。

3 /14（土）

3/21（土）

テーマ 講師（岐阜経済大学）

経済が成長する理由（わけ） 黒川　博
（経営学部教授）

インターネットの安全利用
～犯罪に巻き込まれないために～

猪平　進
（経営学部教授）

月　日

基調講演　「文化によるまちづくりとＩＴ」
〈講師〉　山田　浩之 氏（京都大学名誉教授）

第１部

パネルディスカッション
「ソフトピアジャパンの再発見 そして 新たな鼓動」

第２部

郷土力を培う
～地域環境から地球環境へ～

演 題

森　誠一 経済学部教授
講 師

西美濃大垣の環境特性とは？なぜ守るのか？第１回

地球環境の現状　我々はとりあえず何ができるか第２回

地域環境の特性を活かしたまちづくり第３回

「ベンチャーキッズチャレンジ事業」で活躍
　岐阜県商工会連合会主催による
「ベンチャーキッズチャレンジ事
業」で、本学経営学部長の野松敏
雄教授が校長を、野松ゼミの学生
7名がトレーナーを務めました。
　この事業は、小学生4～6年生
を対象に、将来の起業家を育成し
ようと、岐阜県商工会連合会が実
施しているもので、今年も、各務
原市と瑞穂市を会場に開催されま
した。この事業では、会社づくり
のイロハを学んだあと、実際に会
社をつくって商品を製作し販売す
るまでを行います。小学生の子どもたちが5～6人ほどに分かれて手
作り商品を開発。
　11月16日には、瑞穂市役所巣南庁舎で行われた「みずほ・ふれあ
いフェスタ」において、製作した商品を販売しました。当日は小雨の
なか、ベンチャーキッズたちは、予め作っておいた広告チラシを配付
して必死に呼び込み、熱心に商品の説明を行いました。どのグルー
プもほぼ完売し、収支は「黒字」となったようです。

「大垣青年重役会研修会」開催
　大垣青年重役会が、本学教員を講師に毎年、研修会を開催していま
すが、今年度は「めざそう！未来型企業！～地球と環境に豊かさと幸
せをもたらす企業～」を年間テーマに、現在激変している環境・経済・
エネルギー等の問題を踏まえ、変化に対応できる強い企業づくりを
学んでいます。本学で開催した研修会では、西美濃に住む我々が地域・
地球環境に配慮しつつ、企業活動を行うにはどのようにしていけばよ
いのか講義を通し考えていくことを狙いに3回開いています。

「たかやま市民カレッジ」開講
　本学と地域連携協定を結ぶ岐阜県高山市で、3月に「たかやま市民
カレッジ岐阜経済大学連携講座」が開講されます。高山市教育委員
会主催、本学共催によるもので、今年で6回目の開催となり、次のと
おり2回シリーズで本学の教員が担当します。
　地域の方の「学び」のお役に立つことを以って、本学の教育研究
の成果を地域に還元できればと願っています。
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「岐阜県高等学校長協会
 家庭部会教員研修会」開催　10月22日に、海津明

誠高校にて高大連携講座
「学び塾」を行いました。
　これは、同校１年生の
生徒さんを対象に、大学
の授業を体験することに
よって、今後の学習の動
機付けとなることを願っ
て実施したものです。学
ぶ楽しさを伝えるべく、

本学の14名の教員がそれぞれの専門から９講座にわたり講義を行
い、220名の生徒さんが熱心に受講されました。

海津明誠高校 の皆さん

・社会福祉について学び、自分の考えを深めることができた。
・大学で行っている授業を大学生の方と受けてみたい

　「介護福祉士」の資格を取得し、将来は地域社会のマンパワーと
なることを目指す大垣桜高校福祉科の生徒さんに、本学から臨床福
祉コミュニティ学科の5名の教員が「社会福祉基礎」に関する講習
会を行いました。福祉科３年生を対象にした授業では、「公的扶助
論」、「障害者福祉論ソーシャルワーク」、「高齢者福祉論」の3科目を、
福祉科１年生を対象にした授業では、「スクールハラスメント」「フィー
ルドワークと全体のまとめ」の2科目を担当しました。受講された
生徒さんからは、次のような感想が寄せられました。

大垣桜高等学校 の皆さん

　高校生の皆さんを対象に、本学と岐阜大学地域科学部の連携プロ
ジェクト「街なかオープンカレッジ」を岐阜市・大垣市の中心市街
地で開講します。いろいろな分野から学んでいく意味や、大学で学
んだその先に社会や地域で何が待っているのかなど、2大学の教授
陣が、高校生の皆さんにお伝えします。

高校生のための街なかオープンカレッジ

　12月4日、「岐阜県産業教育振興会生活産業教育
部会並びに高等学校長協会家庭部会教員研修会」が本学で開催され、県内
の生活産業学科設置校の家庭科の先生方28名が来学されました。

Everyday English Communication英会話講座

Photoshopを用いた画像編集情報学特論

アメリカの文学の事始め外国文学特論

中国の故事成語を読む外国文学特論

お金について考えよう！ ̶お金の歴史と役割̶経済学特論

経済ニュース入門
̶日経平均株価とTOPIXってなに？̶

経済学特論

あなたは今日から認知症サポーター
̶オレンジリングは認知症高齢者の“人間杖”の証̶

福祉学特論

なぜ学校に運動部活動はあるのか？
̶教育学とスポーツ経営学の視点から考える̶

スポーツ学特論

生涯賃金について知る経営学特論

企業の経営について経営学特論

スポーツマンのこころについて考えるスポーツ学特論

西美濃の環境特性 ／ 歴史・文化と自然との関わり環境学特論

こんな時どうする、身近な民法（不法行為・契約）法学特論

格差社会ってなに  ̶福祉の視界を広げよう̶福祉学特論

●講座名

市場経済と人間の共感
―アダム・スミス、ケインズを読み直してみよう―

午　前
3/26
（木） コミュニティと商店街の未来

―芸術と文化によるまちの創造戦略―
午　後

●大垣／マイスター倶楽部

岐阜の企業の魅力に迫る
企業で働くということ　―インターンシップと就職―

午　前3/27
（金）

環境とサステナビリティ　―エコロジーとエコノミー ―午　後

●岐阜／あい愛ステーション

●学生による大学紹介「私の大学生活」

学会主催公開講演会
現代経済学を学び、
新しい生き方を考えよう
　京都大学名誉教授・池上惇氏による学術講演会
が、10月15日に開催され、一般市民・本学学生
および教職員約400名が聴講しました。
　文化経済学をはじめ、様々な分野で活動される先生らしく、「経済学は消
費することではなく、自分へ投資することである。生涯にわたって自分を高
めていくことが大切である。」「地域固有の文化を大切にし、みんなで協力
して育ててほしい」といった独自の考えを展開され、人としての生き方につ
いて熱心に講義されました。
　一般市民・学生問わず、「経済学に対する考え方が変わった」「いくつも
心に残る言葉があった」「自分のためになる投資をこれからしていきたい」
等の感想が寄せられました。

地域経済研究所主催公開講演会
住民一人ひとりが輝く
『地域づくり』の経済学
　アメリカの金融不安や石油資源の争奪など、経済の
グローバル化の進展により、私たちの生活は不安定さ
を増しています。企業の倒産や自治体の財政破綻も増えるなか、どうした
ら住民一人ひとりが元気に明るく暮らせる地域社会を築けるのでしょうか。
　本講演会では、全国を歩きながら住民本位の地域づくりを指南する京都
大学教授の岡田知弘氏により、「地域づくりに役立つ経済学」をご講演いた
だき、「地域と共生する大学」である岐阜経済大学がめざす経済学を紹介
しました。

鎌田實 客員教授による
公開講演会

　9月6日、講師に岐阜経済大学客員教授鎌田實先生をお迎えし、『命を支え
るということ』～「がんばらない」けど「あきらめない」「なげださない」～と
題してご講演いただきました。
　来場された方からは、「先生のお人柄を感じ、心が温かくなった。」「義母
の介護をしていますが、気持ちが楽になりました。」「人のために何かをとい
う気持ちを忘れずにいたい。」などの声を多くいただきました。今後も本学
では、本学で福祉を学ぶ学生、これから学びたい高校生、また地域にあっ
て福祉に関心のある市民の方々に、先生のお力添えをいただく予定です。

鎌田實先生岐阜経済大学客員教授就任
臨床福祉コミュニティ学科開設記念
『命を支えるということ』 ～「がんばらない」
 けど「あきらめない」「なげださない」～

　経済学部コミュニティ福祉政策学科4年　堀　あゆ美 さん
●生活経済学講義　「ペイド・ワークとアンペイド・ワーク」

●施設・設備の見学
　　　　 ・図書館　　・介護実習室…「介護技術演習Ⅰ」講義見学

　〈講師〉　斎藤　悦子 経済学部教授
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２００９年度
資格講座開講講座

　

私
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
の
知
識
を
将
来
役
立
て
よ
う
と
考
え
、資

格
取
得
を
目
指
し
て
、3
年
次
よ
り
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

プ
ラ
ン
ナ
ー（
Ｆ
Ｐ
）講
座
を
受
け
ま
し
た
。Ａ
Ｆ
Ｐ
を
取

得
す
る
に
あ
た
っ
て
最
も
大
変
だ
っ
た
の
が
、覚
え
る
内

容
が
大
量
に
あ
っ
た
こ
と
で
し
た
。Ｆ
Ｐ
講
座
は
5
月
か

ら
12
月
ま
で
と
長
期
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。そ
の

中
で
、税
金
や
不
動
産
な
ど
、今
ま
で
生
活
し
て
き
た
中
で

あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
専
門
知
識
を
大
量
に
覚
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
の
こ
と
が
非
常
に
苦
痛
を
伴
い
、何
度

も
挫
折
し
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、絶
対
に
資
格
を

取
得
し
た
か
っ
た
の
で
、講
義
を
休
む
こ
と
な
く
受
け
、ま

た
、試
験
対
策
も
時
間
の
あ
る
限
り
行
い
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｆ
Ｐ
に
合
格
す
る
た
め
に
は
、集
中
力
を
持
続
さ
せ
、

最
後
ま
で
や
り
抜
く
こ
と
が
大
事
で
す
。私
が
Ａ
Ｆ
Ｐ
に

合
格
す
る
こ
と
が
で
き
た
一
番
の
要
因
は
、最
後
ま
で
あ

き
ら
め
る
こ
と
な
く
集
中
し
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
だ
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思

い
ま
す
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今
後
、Ａ
Ｆ
Ｐ
を
取
得
し
た
い
と
考
え
て
い
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し
て
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、合
格
を
目
指
し
て
が
ん

ば
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

経
済
学
科
４
年　

久
保
田　

慎
二

表
紙
の
人

●２級ＦＰ技能士（ＡＦＰ） 受講料35,000円
開催期間 5/9～12/19 （受付 4/8～4/28）

●3級FP技能士 受講料15,000円
開催期間 5/9～8/8 （受付 4/8～4/28）

●日商簿記２級 受講料30,000円
開催期間 6/3～2/27 （受付 4/8～5/20）

●日商簿記３級 受講料15,000円
開催期間 5/13～11/14 （受付 4/8～4/28）

●販売士２級 受講料16,000円
開催期間 8/29～9/12 （受付 4/8～8/12）

●販売士３級 受講料11,000円
開催期間 5/16～6/13 （受付 4/8～5/1）

●保育士試験対策 受講料40,000円
開催期間 4/22～7/30 （受付 4/8～4/17）

●ビジネス能力検定２級 受講料16,000円
開催期間 9/18～10/17 （受付 4/8～9/4）

●ビジネス能力検定３級 受講料11,000円
開催期間 5/9～5/30 （受付 4/8～4/24）

●ニュース検定３級講座 受講料5,000円
開催期間 5/13～6/20 （受付 4/8～4/28）

●公務員・教員試験対策Ⅰ 受講料40,000円
開催期間 5/13～12/16 （受付 4/8～4/28）

●公務員試験対策Ⅱ 受講料30,000円
開催期間 5/8～7/24 （受付 4/8～4/28）
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師
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方
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え
て
い
た
だ
き
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さ
ら
に
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に
合
格
す
る
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午
前
問
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さ
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ま
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。合
格
で
き
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要
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午
前
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と
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す

　

本
学
で
は
、
経
済
的
事
情
に
よ
り
大
学
へ
の
進
学
が
困

難
な
高
校
生
を
対
象
と
す
る
奨
学
生
を
募
集
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
今
年
度
か
ら
導
入
し
た
制
度
で
、
次
の
と
お
り
経

済
困
難
な
状
況
で
あ
る
要
件
に
該
当
し
、
高
等
学
校
長
が

推
薦
す
る
高
校
生
を
、
奨
学
生
推
薦
入
学
制
度
に
よ
り
修

学
を
支
援
す
る
も
の
で
、
入
学
料
の
40
％
お
よ
び
授
業
料

の
55
％
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
こ
の
制
度
で
入
学
す
る
と
、

４
年
間
の
学
費
は
1
5
3
万
4
千
円
が
減
免
さ
れ
、
国
立

大
学
法
人
よ
り
負
担
額
は
軽
く
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
20
名
が
こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
入
学
す
る

予
定
で
す
。

　

出
願
資
格
は
次
の
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し

経
済
困
難
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
で
す
。

①
出
願
前
年
の
父
母
の
合
算
所
得
が
4
0
0
万
円
以
下

の
者
。

②
出
願
前
年
の
父
母
の
合
算
所
得
が
5
0
0
万
円
以
下
の

者
で
、
左
記
の
ア
ま
た
は
イ
の
い
ず
れ
か
の
生
活
条
件

に
あ
る
者
。

ア
．
主
た
る
生
計
維
持
者
が
失
職
、
事
故
、
病
気
ま
た

は
自
然
災
害
な
ど
に
よ
り
、
緊
急
応
急
の
経
済
的

困
難
な
状
況
に
あ
る
者
。

イ
．
母
子
ま
た
は
父
子
家
庭
に
あ
る
者
。

　　

成
績
・
人
物
と
も
に
良
好
で
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修

学
が
極
め
て
困
難
な
在
学
生
に
対
し
て
学
業
継
続
の
援
助

を
す
る
た
め
、本
学
独
自
の
奨
学
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
岐
阜
経
済
大
学
奨
学
金
Ⅰ
種
」
の
適
用
者
は
、
授

業
料
の
半
額
を
給
付
（
年
額
32
万
5
千
円
、
返
還
不
要
）

さ
れ
ま
す
。
今
年
度
は
36
名
の
在
学
生
が
こ
の
制
度
の

適
用
を
受
け
て
い
ま
す
。
毎
年
4
月
に
募
集
し
ま
す
が
、

親
の
失
職
や
死
亡
な
ど
、
家
計
急
変
の
場
合
は
年
度
途
中

で
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

学
費
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
は
、（
株
）オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
オ
リ
コ
）
と
岐
阜
経
済
大
学
が
提
携

し
、
保
護
者
の
一
次
的
な
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

簡
単
な
手
続
で
利
用
で
き
る
学
費
分
納
制
度
で
す
。
こ
れ

は
入
学
金
、授
業
料
な
ど
の
学
費
を
オ
リ
コ
が
立
て
替
え
、

保
護
者
よ
り
毎
月
分
割
で
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
い
た
だ

く
制
度
で
す
。
分
割
の
方
法
も
、「
普
通
分
納
」
だ
け
で

な
く
、在
学
中
は
分
納
手
数
料
の
み
を
納
付
す
る「
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
分
納
方
式
」、
学
生
が
卒
業
後
返
済
を
引
き
継

ぐ
「
親
子
リ
レ
ー
分
納
」
が
選
択
で
き
ま
す
。
各
種
奨
学

金
制
度
、
国
の
教
育
ロ
ー
ン
等
の
制
度
と
あ
わ
せ
て
活
用

く
だ
さ
い
。

経
済
的
事
情
の
あ
る
高
校
生
を
対
象
に
、

特
別
修
学
支
援
奨
学
生
の
受
け
入
れ

学
費
給
付
制
度「
岐
阜
経
済
大
学
奨
学
金
Ⅰ
種
」

学
費
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
を
導
入

　

本
学
で
は
、
家
庭
の
事
情
な
ど
に
よ
り
学
費
の
納
付
が

困
難
で
あ
っ
た
り
、
自
分
で
学
生
生
活
費
を
補
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
安
定
し
た
経
済
生
活
を

設
計
で
き
る
よ
う
、様
々
な
支
援
制
度
を
整
え
て
い
ま
す
。

ボ
ー
グ
・
ポ
ー
ル
准
教
授
に
博
士
授
与

※受講料はテキスト代別

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
で

優
秀
ゼ
ミ
に
選
ば
れ
た
ゼ
ミ
生

＆ 
卒
業
論
文
発
表
会
風
景

基
本
情
報
技
術
者 
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